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t 高寒性樹種の育苗試験

⑴モミ脱の発芽促進

(2)モミ明の床替試験

1(試験担当者

木奮分場造林研究室 荒井国幸

2. 試験目的

ウラジロモミ,シラベ等のモミ属は発芽および成長かおそく,県下における哥苗Mも若しく低 

い。これらの問題を解決するため,モミ属の御苗空向±と育苗期間の短縮を目的とした育苗技術 

試験を行なう。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

① 秋ま・と冷処理の効果がみられ,まき付時蝴は5月上旬が最も良かった。

② タネの冷処理と変湿処理の効果がみられた。

③ 日覆材料はしゃ光率6 〇%のものが振:も良く成摂し,霜害子防には80 %のものが冊も有効 

とみられた。

④ 挿木は,4 ,5年生の苗木からとって挿したものが最も良く発根し,発根率は7 0务以上で 

あった。

⑥ タネのホルモン処理,史せ付床の立枯予防剤処理の終果は,明らかな差異が認められなかっ 

た〇

4. 昭和4 5年度の試験計画

①苗木に対する長短日処理就験

@ 苗木に対するフンム灌水処理試験

③ 床替苗に対する日擾試験(継続)



2.アカエゾマツ林の成長と土壌条件

！試駿担当者

北海道支場造林部士壇研究资長 原ffl 洸ほか

2•試験目的

従来トドマツ林の土堤条件については,系統だった諛査10跳がおこなわれ,トドマツの適地判 

定技術の向上に役立ってぎたが,アカエゾマツ林については断片的忙1〜2の瀏有がおこなわれ 

ただけである。アカエゾマッは環境条件の良好な所に成立したものはトト・マッ忙匹敵するよい生 

長を示し,さら忙トドマツにくらべると荐異な環境条件下にも耐えて生長する木である。

一方,アカエゾマツ林の土境作はポドゾル化したものが多い。今後アカエゾマッの造林而積は 

年々拡大されるものと思われるのでアカエゾマツ林の生長と土壤の賭条件を解明した適地判定の 

資科を彳!?る。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

昨年度は余市(第三紀に由来するBC型およびBD ( d )型土壇),北見(第三紀に由来する 

BD ( d )型士那),探津(火山吹忙由来する萸d型地)のs 7年生アカエゾマツ林を調査し 

た〇

余市のB C士培ではアカエゾマツの成長は非常に悪かった。この土壇は表曆から堅密で股小容 

気M小さく透水性も劣る。

北見,標浄のアカエゾマツは良い成長をしているが,トドマツ忙くらペると多少落ちる。林木 

の生長と卷分吸収餐については分析終了したが,土埃分析は目下［を行中である。

4. 昭和4 5年度の試験計画

弟子屈営林•脚内の2 5-3 5年生アカエゾマツ林と,隣接のトドpツ林を比較誚査する。

ォ臨営林署管内で,7•カエゾマツの幼令造林地を林令別に:験する。

5.トドマツ林の施業

!試験担当者

北海道支型長 寺臨康正ほか

全硏究室共冋

2(試験目的

1. 稚樹の発生の機作を解明する。

2. 稚樹の定着に関与する因子を明らかにし,定着方法を確立する。

5.林分型ごとの収獲と生長の関係を解明し,最終的には淅伐作業 ：Kたいする収機予想表を掘 

する。

4.伐採と枯損の関係を解明する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

野幌,定山渓,タ强•層雲映の国有林(試験地)において次の試験および隅査を行なった。

1. 発芽を昭害する病蕾の訓査(りゾクトニャ茵,ボトリチス茂,フザリウム箱の害を碑對)

2. " 昆虫及ネズミの調査(ヒメネズミ忙よる稚苗の被告を確認)

3. 稚苗の消長と気象要因の樹汚をおこなった。そのうち接地婀,A層とせ質土/®との接点の 

地温,士坝凍結忙ついては試験区を粉て暧測中。

4. 収獲の予測のため6 0 X 6 0 mの林地を固定し,毎木諛査,樹冠配圈図を作り,稚樹を含め 

た試験区の生長測定をつづけている〇

5. 湖伐後の稚樹の消長調杏のため,3個所を固定して観測中。

6. 害虫密度の変動諛杏をおこなった〇

伐傷木にたいしてはキクイムシ類が寄生し,その増疝率はかなり髙い。伐採地区に殘存する 

立木のうち,枯捞したものはカミキリムシおよびキクイムシの寄生をうけた〇しかし哲虫密度 

が伐採に怡きi5された確並は未だない。

7. 餌木杞より害虫の発生機構を観測中。

4.昭和4 5年度の試験計画

年次計両に基いておこなうが,具体的跋験項目をあげれば,次のとおりである。

-5-



1. 稚苗の発生と定羌条件

〇 士堤と植生のちがいが定宠｛にと’のように関係するか。

〇 更新;て安全な稚樹の大きさをどのように決定するか。

〇除草剤托よる更新の可能性

2. 林分型ごとの収橙と生長

〇更新樹およぴ残存木の生長の迫跡

〇更新調査法の確立

〇単木生長に対する環境条件の影きょう度

3. 伐採と枯死との関連

〇被害回避のための伐採木の選定及び伐採方法

〇伐採による害虫帝度の変動

4・ブナ帯の樹種更改技術

1.試験担当者

東ri岐場育林部艮 山 谷 孝 —

〃 育林第一研究室長 古 川 忠 ほか

〃 育林第二研究室長 加 充 助 ほか

// 育林第三研究室畏 藤 田 桂 治 ほか

2•試験目的

柬北拙方のブナ盤上都に設定した敬更改試験地および各邠造林雑の環境,生長調査をおこな 

い,この姉帯における樹琢更改の可能性について究明する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

I 弘前営林吹?内,岩木山樹椅更改試験址

弘前営林翠管内岩木地区で哭絶しており,施肥および混植の2試験区からなる。植栽後［〇 

年を瞬しており,梅裔はカラマツ5.2〜5. 4 m ,スギ4. 4〜4. 7 m,トドマツ2.5、シラ 

カパ・コパノヤマハンノキ4.〇〜6. 0 mである。母近雪害があらわれてきたが,校書程度は卜 

卜・マッ>カラマツ>スギの順である。

2•川井営林署管内早孙楽山樹種更改試験地

爲海抜地带のヒパ林を伐採した廠・の植戏適応囲種を見出す目的で,外国産4秤•日本産5 

種の・樹おを様裁し生長翱査をおこなってきた。4 4年度の調査では,樹高直径生長^カラマツ 

>ドイットウヒ>スギ・トトIッ>オウシュウアカマツ・アカエゾマツの順であり,カラマツは 

もっとも盛好•である。8 0 0 m前後の麻海抜地で湿性ポドゾルの性格をおびているが,スギは 

比較的良好な生及を示している。保畏楹として混植したカラマツは,一応目的を達したのて•今 

後,概理する橢tである。

4.昭和4 5年度の洪験計画

t岩木山試験地 秋規枝打(スギ,カラマツ) 区画整理

2.手代沢試験地

5.早池峯山試験址
秋期区画跆I 生长諷査

混植カラマツの整理 スギ楸栽

4.安篆試験地 区而整理 生長洲死



5.ブナ帯の天然更新技術

t試敏担当者

本場土じXう部長 擒 本 与 良

〃 " 土じょう第一研究室・民 松 井 光 瑤 ほか

" " " 第三研究室 宫 川 消

"適林部造林第一研究室長 坂 上 幸 雄 ほか

〃 〃植生研究室長 前 田 顕 三 ほか

〃防災部気象研究室長 罔 上 正 夫 ほか

"保護部樹病研究室長 小 林 享 夫 ほか

木魚分場梏林研究室畏 兵 頭 正 寛 ほか

吏北支場育林部長 山 谷 孝

〃育林部育林第二研究室長 加 藤 充 助 ほか

〃 "育林第三研究室 仙 石 鉄 也

" 鮮営部與第一研究室 柳 谷 新 — ほか

〃 〃経営第四研究室 小 島 忠三郎 ほか

2•試験目的
対象址域は低沼,多雪など気象条件が極めてさびしい上に,土壇条件も低出地帯とは異なった 

悪条件を与えているので,これらの諸条件の程度とせによって環境区分•を行ない,それぞれ 

の支配因子に応じた更折方法を確立することを目的とするとともk ,更新方法については亜高山 

性針葉樹林の各穗伐採方法に厄じた前生雅樹の消長原因の把探を行なうととも｝てブナ林について 

は微気象および病罟の而から稚樹の消失原因を究明して,その確実な更新方法を見出すことを目 

的とす・る。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

戦後,移當研究として亜！®山劾帯の更所作関する研究が行なわれてきたが1昭和4 〇年度より 

本場,束北支堪および木曾分揚の共同研究として亜髙山扯帯の造林に関する試験が4か年fti•画で 

とりあげられ,各稲の調査•研究および試籁仙の段定が行なわれ,亜高山地帯の針釜樹林および 

上部ブナ帯の森林の天然更統および人工造林に関する数多くの知見が角られた。

昭^04 d年度は,ウラジロモミ,シラベ林の天然更新K関する研究,ブナの更新忙関する研究 

に分れて実徳され,主として既往試餓地における稚樹の発生活長の経年調奔を行なうととも忙新 

しいブナ带の環境区分に関する研究が務丰された。

また木・分地においては新たにウラジロモミ,シラベ林の天然更新の研究の一環として壬淹試 

龄址が設定された。

上記の研究によ〇て亜高山地番針發邮およぴブナ林において•各址域における天然林の実渉 

明らかになるとともに従来の伐採方法による更折の良否が渐次究明されつつある。

4昭和4 4年度の試験計画

!亜高山灿帯および上部ブナ薈における環境区分と更折区分

1-I 大環境区分 気象宵科,林相図,士培図,怕質図,堆形図により対象区域の大環境区 

分を分ける。

！一 2 中環境収分と更新区分

1- 5 小環境区分と更新型区分,富士山,南会津坂下地区において瀏资し,資科の菟集を行

なう。

2.亜花山性針策樹林の稚樹の消長と上木伐採方法との幽係

2- 1I川上带状皆伐試験地,八ヶ岳天然更新試験址Kおいて各プロフトの調査を行な5〇

2-1I|王滝天然更新試験地 試験地内の士塲,植生調査,除茸剤敵布•林床処理,個噸 

査,稲子の落下紙調布

2-2伐採的てよる稚樹の消失に関する跚斉,JI！上就蹤地付近の淅伐予定箇所にブロブ卜を 

設定して伐採前の稚桝御符を行なう。

2-5 伐採後の稚樹の消失原圈?.明,上記ブロットと関連して稚樹の根系調査・蒸敝最調査・ 

環境訓商を行なう。

3•ブナ林の稚樹の発生消择と上木伐採方法との関係

3T I S•場山更新試験地•秋枝5調査,相対照度調杏,気象調査を行なう。

3 —1H黒沢尻プナ総合試験址•保残木作券区,帯状皆伐区において稚樹の発生消長調査. 

相対照旌調査,および試験地内の上記試跡区のうち未伐採地の夾螂査を行な5〇

5-1il!安比試咐・ブナの稚樹の発生消長と気里菠因との関係を調査する。

5-2 各枷伐採跡地における事例凋玄

南会津坂下営林•密都内ブナ林について実恩噩帝を行なう。



3-S ブナ稚樹の消失原因の究明

茧场山試験地内の稚苗発生地にプロ プ卜を設定して病害発生毋ほおける病原唐の検索I 

防除就験などについて諷矜rる。
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6.採種林の施業法の改善

(1) スギ採種林の造成

(2) アカエゾマッ採租林の造成

(3) アカマツ採種林の造成

(1)スギ採稲林の造成に関する就験

1.試験担当者

本場造林部造林科長 柳沢聽雄ほか

2•試験目的

採対燃の結実ほを増大し,タネの品質を向上するための施業方法を確立する。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

予定田したがって春施肥を行なったほか,各区K環状剝皮処珂を行ない,また一SBの区では, 

ジペレリン処理を行なった。4 4年秋はほとんど球果の着生がみられなかったので,秋施肥は行 

なわず(葉分析の試料だけを採取した。なお,4 4年秋の好衣によれば,少なくとも上記の赫 

促進処理を行なった。4 4年秋はほとんど球杲の希生がみられなかったので,秋施紀は行なわず, 

葉分析の試料だけを採取した。なお,4 4年秋の概査によれば,少なくとも上記の消花促進処理 

を行なった伽体については,4 5年秋にかなりの収稚が那待できそうである。

従来,この試験のなかで行なっていたアカマツについては,4 4年10月に第8回の站実調音 

を行なって終了した。採牧球果から調製したタネの品归Kついては4 5年3月に発芽試験•を完了 

し,現在N • P • Kの含右率を分析中である。

4. 昭和4 5年度の試験計画

5月中旬に春施肥を行ない,6月下旬〜7月中句Kわたって結実促進処理を行なう。

1〇月中旬には第1回の結実調査を行ない,あわせて秋施肥を実施する。

採種球果は本場にもちかえて測定,タネを調製し,晶質を調杏する。



⑵アカエゾマツ採種林の造成

1.試験担当者

北海遂支場造林郡育每研究室長 飲 岛悼一郎ほか

2•試験目的
アカエゾマッの若!子の入手を容易にし,拷子の貧的向上をはかるため一般造林地を採猫林;て導 

く適切な方法を究明する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

余市営林圳古平事蜘45 〇林班(古平一級採鰻林,昭和?年植裁)の奈別アカエゾマツ採租 

林内K約1h &の試験地を設定し,強,中,弱度3段附の除間伐を実施するとともK ,56本の 

供試木についてアルミブレート,ハリガネによるまきじめを行なった。

また,除間伐忆よる士じょうの変化Kついての訓査を行なった。

さら框終肥の効果についての検討を行なうため,6月上旬,9月下旬の2回にわたって版を 

行なった。

4.昭和4 5年度の試験計画

1. 試験木の指故的辞価法の邮のため«外部形態の調査をおこなう。

2. 評価基準を決めるため,十勝岳山艇のT•カエゾマッ天然妹の調査を外部形態の変異を主体と 

しておこなう〇
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131アカマッ採種林の造成

!試験担当者

本塚造林部長 加 藤 善 忠 ほか

〃播林部符子研究室 洩 川 澄・ 志 ほか

"土じょう郡土じよう肥料研究室 藤 田 桂 治 ほか

2•試験目的

採務林の結実氓を増大し,タネの品貝を向上するための.施槃方法を確立する。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

1N(20附).?2〇5(70附),も〇(20町)をそれぞれ,尿素,過燐酸石灰,壇化 

カリで购用ー4 4年5月2 2〜2 3日

2.第8回結実調査一4 4年10月

前回享でと冋様に,3 5林班は小斑の全鴻杏木から球果を採取。結果报をおさえるとともに, 

採取球果からだしたタネについて品®?を調査した。

A 4年秋は,4 5年秋よりさら忙不作で,41年の埸会と间様W •疏開伐.»Eの効果がほ 

とんどみとめられなかった〇 3 7年以来の耗過をみると,結実は疎劇戈と糖肥KX -3-CWさ 

れることがたしかであるが,很J者の効果は,糖匿によってつよめられる。また,偷肥によって 

作柄の低下がかなりくいとめられることはたしかであるが,避凶の波をなくすことはできない 

ようだ。

なお,第8回の結喪調査をもって,本試験を終了することとした。

4. 昭和4 5年度の試験計画

本試朕は終了したが,伸の2項目の終了とともKとりまとめて報告の予定。
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7.スギ•トドマツ等の形態的特性による成長量の推定

t試險担当者

本場造林部JS伝育種第2研究室長 岡田宰fiSはか

北海通支端育種研究室長 餃®悴一郎ほか

2•試験目的

林木の幼苗期から伐期にいたるまでの成・艮経過を解析して,それぞれの樹種における成長型を 

分類し,それと関保する特•長の把握によってその判定法を邮し,林木の成長に関する合理的選 

抜法を究明するとともに,林業の近代1’匕に伴・なう経営の変化K完じた合目的種苗生涂のための來 

變砂を徊る。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

下おのとおり材料を採取し,1飾调杳をおこなった。

！スギ

⑴ 高知営朴局魚梁湖営林署管内

ヤナセスギ人工林(4 4年生)から林分蓼冷して,ランダム驼2 0本の個体を選び,仗倒 

して樹餘赫甲円板と形態翻荒用轼料を採取した。

⑵焦本管林局衛地物・峯賞内

クモトオシ人工林について,1年生から2 〇年生までの13林分からセナセスギと同じ方 

法によりそれぞれ1〇本ずつの個体を伐倒し,材料を採取した〇

2•トドマッ

札桃営林同夕張営林署管内

2 〇 〇本の個体から形態調査用就科とザイモグラフ用就料採取し,調音を行なった。

3.ア5エゾマッ

和帽営林咼余市営林署管内

15 〇本の值体から形態調査用就料を採取し,調査を行なった〇

4. 昭和4 5年度試験計画

特別会計技術廓発我から除外されたため,一般経常研究に彩し,前年K引つづき・実施する。

8.スギ,ヒノキ,マツ類の交配技術

!試験担当者

本場造林部遺伝育稽第三研究室長 福原榕膀ほか

関柬林木育裡埸 百海行男ほか

2•試験目的

主要針葉樹の人工交配を効果的に行なうEは,雌花から球果への歩止りを祕め,また球果あた 

りの飽全なタネの数をふやすことが必要である。そのため,肉眼的観察と解剖的觀察によって授 

扮適期を破對し,さらに授粉の時期と回敗の組合せ試耕を行ない,真の授粉適斯を判定して,夕 

ネの充実窺の向上をはかる。

3.昭和4 4年度の経通とえられた結果

切年度はヒノキ,アカマツ,クロマツのそれぞれについて雌花の開花状鵜を追跡し,ステージ 

をおさえることとしたが,4 4年［〜5月に調査した2樹称についておよそ次のような成果をえ 

た〇

アカマツ•クロマツ:アカマッ・クロマツの雉球花は鱗片が8列のラセン状配骰をなし,その 

総数はほぼ,クロマツ•アカマツとも90個である。このほとんどの薛片が盈出し終ったとぎ, 

咨麟片の(!啊がもっとも開き,珠孔よりの分秘涎う壺富であり,隙化最盛期のように思われる〇 

雄球花の鳞片が現われはじめ•開花股盛阳!になるまでに要する日数は,アカマツ•クロマツと& 

およそ1〇〜14日である。

ヒノキ用ついては,4 5年3〜5月に調査を行ない,とりまとめ中である。

4.昭和Z! 5年度の弑験計画

ヒノキ:開花状態の調赤および授粉の時筋と回数の調斉

アカマッ•クロマツ:授粉の時期と回数の捌商

授粉の時期と日数についての実腕方法はつぎのとおりである。
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9.スギ耐病性品種の育成(赤枯病,溝腐病)

試験担当者 ほ

本 塌保湘樹病科長 千葉 修ほか

東北支場"脚研究室長 佐藤邦法ほか

関西支場〃樹病研究室長 紺谷修治ほか

四国支埸保缨研究室長 陳野好之ほか

九州支埸保讃部樹病研究室長 恍本平一ほか

2•試験目的

スギの品種ないし精英樹の溝腐(赤枯)病および各秘枝枯性病害に対する耐病性・羅璃性を野 

外調査によって明らかにするとともIt , おけるこれら病害に対する検定方法の確立を目標 

とする。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

本 場

1.栃木,茨城,靜岡県下における野外阴死において,主たる病害が黑点枝枯病であSこ歩I明ら 

かKなった〇

2«訓査品穏の中でサンブスギが生長が决いにもかかわらず黒点枝枯病にきわめて罹病性である 

ことが注目された。

5.黒点枝枯病の発生と立她諸環境の間に関孫があることがうかがえた。

関西支湯

関西林木育神埸構内のスギ在来品種見本抹ならび忙,离野山国冇林内に設定してある在来品稲 

の検定林！tついて調査を行なった。

みぞ腐れ痛にっいては,クモトオシ,蒲生メアサ,河原山スギ,春日スギ•十方山スギ・失栗 

スギ・妙見,イトシ口 4号,山口1号,トミススギ,などに感受性が認められた。

また,実生苗植裁淋:においても個体的な差があるように澀められた。

黒点枝枯痢忙ついてはワラセバル,河原山スギ,燈山スギ.二俟山スギ,北勢スギ忆おいて 

感受性が烈められた。



四国支場

！ スギ赤枯痛に対するスギ在来品種および精英樹クロ-ンの感受性について本病汚染苗畑で検

定を開始した。

2.スギ赤枯病菌の人工接種に必多な人工胞子形成法について実験を行ない.新たな方法を見出 

した〇

5.スギ溝腐痛核害林の观調査を行ない,造林地での感染と病歴とを遂次解明し,あわせて酎 

病性個休の検討忙着手した。

九州支場

九州林木酉騁の逸抜2 4クローンに在来品種2 3系統について于病性を検的した。赤枯病か 

ら溝く .され病に移行して.いる,品粳はメアサ,キウラ・プ・才,コパアヤ,イワオにみられる。

暗英利クローンの赤枯病に対する抵抗性は県伊万里2号婀沸8号などが弱い。

4.昭和4 5年度の試験計画

本 場

!援な衆下における品!S ・精英榭クロ ーン梢裁地の調杏

2. 各種スギサシ木品種の赤枯耕に对する讲恫性の半入工接狗による潤杏

3. サシ木苗に対する接種方法の検肘 

東北支蛆

！ 抵抗牲個体と感受性個体の退抜と邮

2. 抵抗性個体と感受性個体の形態的,生理的特微の比較

3. 精英樹の抵抗性調査

陝西支境

1) スギ品称の展示林,植戒林;ておい・で被罟の実態調査を行なう。

烏取県下,兵庫県下

2) スギ苗ほっいて病害に対する感受性とくにみぞ腐れ病について接種試験を行なう。 

黒点枝枯病については,威の分離・培醬試験を行なう。

四国支場

!スギ赤枯糊軒病性の珂埸検定

(1Iスギ精英術のオープン捞子からの実生苗の検定

⑵ " さし木苗の検定

6 一

2.スギ赤枯病薄の新しい人工胞子形成法の研究とえられた人工胞子の病原性なと•の検討

5.スギ清腐病核害林の灾斂調査

4.管内の採木,採稗園の剁害側査

邳支妙

t 人工接龄験により粉英樹1〇クロン在米品種!〇輝について濃厚胞子接强を行ない耐病性 

の検定を行なう。

2.既存の採WHCついて赤枯病,溝ぐされ痂 発生調斉を行なう〇
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1〇・森林の構造と成長の関係解析

1.試験担当者

本垮龄部経営第二科長 西 沢 正 久 ほか

北海道玄堤鮮皆部長 長 内 力 ほか

東北支場 〃 余 野 賢 您 ほか

関西支埸育林部瞬研究室 上 野 賢 殉 ほか

四国支場就研究室長 都 築 和 夫 ほか

九州支場育林部絳営顾 室長 栗 屋 仁 志 ほか

木曾分埸造林研究痙 原 将 勇 ほか

2•試験目的

森林の構造と成長,収裡の実態を固定試験地において定期的にしとめ,森林の生産力を把握す 

ることと,と’のような施業方法によって最iftの生布力を発揮することができるか,また現夹には 

どのような森林の構卷があり,生産力の為い構造とはどのようなものかを明らかにする。さら忙 

森林生産力と利用面の関係から施業鮮営のあり方を研究する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

収穫試験地で,甫径と樹祢が全都,瀾定された場合のテータシー卜の印刷およびとりまとめの 

プログラムを完成した。これは本場に設野されているM EA C12 4。用プログラムであり,こ 

の計算機で計算した結果を紙テープにとり,研究室に設置したニアツクライターで,印刷を完成 

するようkなっている。4 4年度に［土,九州支場と柬北支埸のデータyついてとりまとめた。

また,力・スルント・の樹高曲線式の計算プログラムを作成し,前橋営林局の樹高曲線の計算を行

なった〇

〇北海禮支歩

t北海逆支場の収後域験は,昭和5 6年から年次自通に従って,道内五営林岡管内の國有林造 

林地に杖験地の設定を峽し,昭和4 2年までの7年間に,トドマツ人球6ヶ所,カラマッ 

人工林2ヶ所の跋験址を設けた。カラマツは計画に対して3ヶ所滅である恥,これは試験地と 

して好適な林分のないことに起因する。セた,昨年までにトドマツの5就験地は2回目の輝杏

8 一

を秘えて,この分の成麟繊をえている。

2.野幌試験林の舞士樹種および外国産枝珮人工牀の成長眼就験牡昭和14年から,年次計画に 

よって,5樹種,20ヶ所の試験她を設定し,測定をくりかえしてきた。この成績は壁和42 

年中間にとりまとめをおこない,研究報告の2 0 2号に発表した。

〇束北支羽

日本海測の東北姑帯について,スギ人工林を中心として構進別の成長法則や,•各種林分因子間 

の関係を推定,収夜股,成長母の推定のため固津理也を設け,定期的K林分队卉を行なってき 

た。

収集資料をもとに成長の法則性の追究や,スギ収硬表の稻度の問囲,拙位区分の間题,成長予 

測の問題について解析を進め,構造ごとの成長推定が或る程度可能となり,琳の料渤t画上重 

要な収獲表の神正について2 . 3の提案をした。

歡多くの実証記铮から,成長,収獲上の法則性が明らかになり,密度と功位をもとに将来の生 

産・:の予測が容易になりつつある。

〇関西支埸

紅験地は5年毎に綢杏を繰越している。全股の試験址’については,昭和3 3年,昭和3 8年に 

収棲試験地岡杏中間報告として発表されている。

個々の試験址の洞？ffSの成果はその都度支場年報K掲載するほか断片的な知見についてほ学会, 

学会陆など1て発表している。

前年度は林学会大会に「スギの薛形について」,林学会関两支部大会にヒノキ人工林のnujfli 

林分と黛間伐林分の比較」について瓮表した。

〇四国支場

魚梁瀬皆林釆管内

西又柬又山収磯試験地

昭和3 5年度設定

昭和4 〇年度第2回定期醐査

昭和4 2年度林分調査間伐実施

髙松當林署管内

浅木原スギ収裡試建地

昭和4 Q年度股定
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高松営林署管内

浅木原ヒノキ収魏弑帥地

昭和4i年度股定

〇九州支場

!調香資料をとりまとめ,林分構造因子の現存仙および生長駐を箕出した。

2. 固定我験蝴てよる解析の資科繡充方法として,初診解析木による林分解析方法を咻し良好 

な結果を得た。

3. 調査時ごとに胆製される樹麻曲総を修正するため,林令を加えたネスルント式で検討した結

, 果平均樹商材積生長•故は,合理的な経住変化を示した。

4•有林のための技術的処理の比較を短期間忙合導的に行なう方法を検討するため,樹幹瞬战 

より虫害の影律や施肥効果の比敝を行なった。

5.林木の生長と周囲密度の関係解析のため,受光角の林木の各大きさに及ぼす影弊|測定時点 

の検討を行なった。

〇木・分場

1. 臼田営林署管内

樹山ん瑯収獲就験地第ろ回定期調査

2. 蜘皆林旳内

A稜収穩試験地中間調査

3. 王滝営林・夢管内

王滝A種収移試験她中間調布

4. 岩村田営林％管内

髙除アカマツ人工林収横試験勲

第3回定噸査

以上4試酸地の調乔を実施し,資料のとりまとめを行ない,忒験地台帳に紀畝した。

4.昭和4 5年度の試験計画

〇本 埸

前鎖度の担当官会議で論議した坊胳的繰式,材秘曲線式のプログラムを作成し,樹高が全部 

測定されない収稜試験地のとりまとめの蜜招!"算機体系をととのえる。同時に支分場,営林用 

から送られてくる直從,樹嬴が全部測定されているデータについても,微子計算機でそのとり 
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まとめを行ない,結果を送付する。

0北海道支堤

1.1)定期検査

帯広営林局弟子屈峯業区のペケレトドマツ人工林収值試験抽の第2回目謂査を！回目間 

伐を実行する〇

2 )*^林局試験地データの集収

林就本場での電算機による計算処理にあわせて,営林局試験址データの集収を常時おこ 

ない期帝料とする。

5)営林局試駿的の共同税杏および間伐指类旭川営林局管内において実行の予定。

2.野馄試験地の下acブロットについて定猊玛宜および即伐を実行する。

定叫即斉 网伐

ト ト・マッ

エゾマッ 

ストロ ーブマッ 

ャチダモ

3ヶ所

2

°東北支場

秋印卞?林問管内の岩川(能代滑),砥沢(段田攀),中山(本荘署),深沢(新在玳)の各 

試蜒・ついて定期林分働斉を行ない,核造分析,収箱の推移,成長分析などを行なう。さら 

忙,辭形調斑を併用し,林分施莱と幹の完滑度,殊讨歩止り問逝Kついても究明する。

東北地方太平洋側の地帯ではほとんど5H究忙未着手なので,胃森営林局管内大熙渡署または 

宮古碧内に1カ所試験如の新設を試み,间堆域の生育閲係を解明する。

すでに調杳済の試瑜地資料によって従来まで提案なり研究されてきた各稚の予測方法!Cつい 

て械度の問題や有効性の硏究を進める。

0関西支埸

上紀実施場所の1においては,スギ人工林試醜地及ぴヒノキ人工林試験址の林分麴奋と問伐〇 

2においては,スギ人工林試験地とヒノキ人工林涙蛔!の林分細奔と間伐。

3においては,ヒノキ人工林試験堆の林分润資と間伐。林分話査は胸髙直径樹高の毎木漂定, 

樹冠投影面積の測定,林木の周辺密度の測定,林木の幹級区分などを行なう。

°四S3支場

第3回目の定阙0査と試験地標杭のとりかえ
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第2回の定职!〇:と試験怕標抗のとりかえ

第2回目の定期彌？Fと試験卸標杭のとりかえ

西条営林碧管内

ヒノキ収检就験地の新設

〇九州支場

1) 収携試験施行娜および収穫試験地整嚇価に基づいて5ヶ所の固定膩験均の定瞰査お 

よび1ヶ所の折設を行なう〇

2) 収囈試験地資料による受光角と生長との関係解析

5 )各種林分密度表示による収穢試邮の生長解析

〇木皆分場

! 八ヶ岳天然幼令林の保育(間伐)試験址第2恒！中間編査

2.軽井沢カラマツ人工林収裡試験地第5回定顺耆

5,京士里カラマツ人工林収授試蜘第3回定期髀奋

4.ヒノキ間伐鼠:験地節3回訓杏

湯舟沢,中根沢,床並沢•塩沢

※ 定期顎間伐を含めた諏査を行ない,中問誕衣は武験他の管理を主として行なう。
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11.全木集材の地力維持に及ぼす影響

t試験担当者

木榻土じょう部土じ1う肥料研究室長 杳本 衛ほか

北海道支埸造林部土じXう研究室長 原田 洗ほか

四国支埸士じXう研究室 岩川 旋幸ほか

2•試験目的

全木架材・によりひき起されると予想される地力の低下の智度を明かにするため全木集材による 

土壤の物理性•化学性の経年劉匕流亡養分依などの極資科を奇て,地方維持対策に資する。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

広葉樹の全木集材は,伐例時に大部分の枝葉が幹からはなれるため持出し畑は:俺少であるこ

とがわかった〇

柬京常林局,束京営林取滝ノ沢国有林について,試験地設定胸査を行なった。

丧水分の流亡涸杏のためのライシメーターについて検肘した。

〇 ：!満道支埸

全屛集材跡她«枝条散布区,無散布区を2回反復で設定した。

9 6年生のトドマツ天然林で全木集材にともなう養分持出信を次表のように計J5した。
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伐採後林址忙残る 

狡分•鏡34a

伐採Kよる券分

持出fit 印あ

全木集材 N 10 8 7 5 5 1

ら〇3 1 5 〇 6 8

k2 〇 5 5 1 4 0 5

cao 17 8 0 10 7 2

全辞集材 N 15 8 4 2 5 4

ら〇3 1 9 4 2 3

K? 〇 5 1 5 2 2 1

cao 2 2 2 4 6 2 9



〇四国支場

！全木集材試験地の設定

昭和4 3年,庭川常林署の国存怵に全木集材試験地を設定した。

試靜区は,枝条徐去炫と枝条放價区とし立孙条件ごとに設定した。

2.調査

譯杏の方法にしても規々問馬はあるが,土壤の流亡量の測定は,調査点A—！)問を1051 

巾の帯状と考え,これの中心上に鉄羅を張り地表而までの高さを測だし,ーヶ年後商び同一 

の位・形を!&定して,士世の暗亡如:を比較しょうとして調査をおこなった。結果については目 

下検討中であるe

4.昭和イ 5年度の試験計画

。本 埸

ライシメーターの源作,および林地への設95

持出し枝葉抵の測定,枝葉中の巻"析

土壇物理•化学性の調杳

枝葉持出し前の士境を諷賽する〇

着水分の流亡踽査

地表水•亜力水流亡貧,およびそれにより流亡する啓分娘を調査する。

〇北海狙支場

昨年度渺定した弑龄林で土壇の理化学性の変化を調査する。

〇 四国支場

1.洪験灿内の造林木の成長量濟杏および,前年同標土型の淀亡景の劉杏をおこなう。
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12.カラマツ幼令林にむける牧草導入

!試験担当者

経営都営農林牧野研究室長 井上楊一郎ほか

2•試験目的

未だ樹冠の疎開の大きい幼令造林地に人工草地を造成し,牧草類の長期多収を図るべく栖栽棵 

式を斐形し,刈取作業の難易および林木の生長におよぼす影響を知ろうとする。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

人工草扯については,利用4年目の収・址を6月,8月,10月の3回,自然京地については8 

月に1回測定し,また极度と草丈の渊定も行なった。牧草の収策は方形区が！Mあたり!7 t 

であったが,他の群状や列状区では21〜2 7 tを示した。カラマツの的«は引続き自然草址が 

高く,昨年度は5 〇皿の茬がみられたが,自然恭地においてはノネズミによる核害が15イにお 

よんだが,人工草她では1%に逐しなかった〇

4. 昭和4 5年度の試験計画

本年は扱終年にあたるので,草址施肥・段を滅らして,今後3〜5年間隔の定JV的な林木洲査に 

備える。本年も牧草類は3回にわたって収瓷を測定し,また牧基収機の終年のカラマツ生長状 

況を測定する。
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15. bドマッ植栽地の和牛放牧

I.試験担当者

北海道支場経‘区部営屡林牧野研究室長 中田 功 ほか

2.試験目的

トドマツは北海韻の国有林の造林跡の携半を占める樹種である。

トドマツ造林地の牧牧利用ができれば乳,肉牛の增進に爾与するところが大である〇この見址 

から新植造林地がうつ閉するまて・の間肉牛を(本年は育成乳牛)を放牧して,林主蓄従の讀合的 

响^を究明しようとする。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

4 4年度は全刈火入地搖地Z 91haを自然草地4.植栽列間に牧草を導入した改良草地4の8 

牧区に区画し,それぞれの股計通り春に実行した。

自然草地1回,改良草姉2回の下刈りと,秋の補植を行なった〇 7月下旬の了硕はh a炒, 

改良草地の牧草带は6〜1〇トン,野革帯6〜9トンで近似しているが,食草については前者!# 

6～9トン,後者!ま3〜7トンでかなり差がある。自然球她7〜1〇トンのうち食華は5〜8卜 

ソ,利用蹈を考牌すれば,自然草地の牧卷力は,改良草妙Iて比べかなり低い。

放牧坊設の牧構.給水,庇籐舍などの施般は完備した。

.昭和4 5年度の試験計画

故・我2年目の本年は(潛成乳牛12囲供試借入6頌1群で)改良草地(4牧区)自然草地(4 

牧区)に5月〜10月まで翰换放牧を行なう。

放牧日故我定基準 利甲密を牧草8 〇 % (野革4 〇兑として放牧牛生体皿の20兑を消費基 

湧とする。

博杏項目 宗密 入出牧時K個測定,月1回検診を行なう。

植生 牧区例に植生調査区を股け,H,a(ベンファンド法)測定

關澈 刈取法による〇

林木傷害 全植栽本数の約半数を固定般査木とし年1回林次の成讨气影容すると思 

われろ傷咎を踮設する。
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14.アカマツ幼令林における牧草導入

1.試験担当者

本場経営部営農林牧野研究室長 井上桃一郎ほか

東:<険埸鰻蓉部終世第三研究里畏 神長 毎 夫 ほか

2•試験目的

1. アカマツ林内に人工革堆を造成し,傾斜角度および故牧強度との関係で林光保全を把握しょ 

うとする。

2. 放牧強度および放牧季筋とアカマツ天然下種更新との関係を稚樹苗の発生と稚樹の生長の面 

から把握しようとする。

3. 放牧を前野として,植栽棣式を変え,さらに林床植生も変兑て,このような林地の牧瑶力を 

把!®する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

〇 本 場

t 放牧［ま！h 8.あたり,:®度区カ、7 4 0 ～ 7 6 0 cowday ,軽度区カ550-580 cowday 

でなされ,駐度対象隨は1.0対!■Sとなった。消費刑・祈度区が41t ,軽度区が3 5 t , 

1cowdayあたり5 0 — 60际であった〇裸地化の状態を斌紐角度にXってみれば,20 

度以内では裸地率が5务であったが,21～3 0既では16〜3 3务,31度以上で^5 8 

—7 5橘を示した。

2. 放牧は帷度区が1haあたりろ7～5 5Cowday,lR度区が7 5 - 9 4 cowdayでなさ 

れた。

アカマツ稚苗は秋筝には1Zあたり1〇～15本みられ・放牧強度や季節とは強い関係が 

ないが,笊度区は购跡が多い。

3. 放牧は1h eあたり,集約牧草地が4 5 〇 cowdny ,粗故牧草地が3 〇 〇".夏型牧革地 

が3 4 〇〃,此牌歩が1〇 〇〃であった。また日増体重終・乳牛が4 6 5 8 I肉用牛が3 5 

4 gとなった。本年は開牧期炉おくれたため.とくに集約牧革地の植裁木が放牧以外にも不 

球境のための;披害が発生した。
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〇 柬北支場

昭和4 〇年に伐採跡帥をレfトーザーにより WL ,牧草区を設け,アカマツを正方形,1 

列状,5列状,群状に植裁した。

柚栽,快式別の牧草収飛(林木の生育を畛調査している。

稲I栽4年目においても,まだ林木が小さいため植裁様式間の牧革収:&心ま差異はみられない〇 

アカマツの生育は野草区に対し牧草0がや、劣っている〇

4.昭和4 5年度の試験計画

。本 場

1. 試験放牧第3攵次となるので,とくに傾斜度と放牧牛の移動,採食,休依,行勃との関係 

をメモモーションカメラおよび観察によって明らかにするとともに,計画游によって,草の 

生疝および消齊量を測定する。なお,最終年(轉另I研究としては)にあたるので,土壌侵 

隐の状態•を詳細性記録する。

2. 放牧は前年どおり実行するが,丞度区の状態が昨年まで若干放牧IEの不足のようにみられ 

るので,本年はさらに圧力を強くする。草の生萍景と消費Jftおよび,7•カマッ稚苗C測定は 

前年に準ずる。

5.昨年のcowdayを目途として,本年の放牧を実行するが,開放期にはとくに留惹する。 

生帝歎およぴ消殁命,植裁木の生長に関する測定は統行し,また城木の測定は終牧を勘案 

して突行する。.貝型牧草地は草生»濺に応じて秋季に取扱いを決める〇

〇柬北支埸

前年度と冋樣,牧草性追肥,年3回刈り忙より収景を333?する。

また林木の生斉,牧華区と野韋区の根茎を比較御釦る。

本年をもって牧革の栽培を中止するが,試験地は保続し,5年後,1〇年後は•林木の成長状 

況を諏杏する予定である。

-2 8-

15.モミ属主要病害の発生環境と防除

!試験担当者

本場保護都樹病研究室 魚住 正

北海道支埸保瑾部樹病研究室 松崎 淸一ほか

木曾分场保腫研究室長 浜 武人

2•試験目的

ウラジロモミ,シラべ造林址において,かんしゅ病およびてんぐす病の激舉,嚇が発見され,こ 

んご,亜髙山址帯の造林が過むにっれて大きな障害となることが予想される。したがってこれら 

主要捌害の籾原蘭について生理,生態的性價および,病者発生忙関与する話環境因子の究明を行 

ない,適切なる防除法の飛立を目的とする。

5•昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

主として富士山を中心とする凋贺ほよって次の諸点が明らかとなった。

! がんしゆ病,てんぐす純,アデロブス落葉病のはかに,新た忙熙粒がんしゅ痛と新磯性 

病害が界見され.それぞれ病原帝の同定が行なわれた。

2モミのがんしゅ科・た士山東推館の晟多南衆地域Iて限られ・また時姒的な囈と関係する 

ものと考えられる。

&てんぐす病は雷・土山北面に多く,主餘の极害木» 士成木の見込みがない,激害林Kおける裱 

密解析を実施中である。

4. 黒粒がんしゅ病はシラベの天然生幼樹に限られる.陰毆環境を必要とするようで,裸地造 

林では発生しないものと思われる。

5. W!なに発見された落葉(葉枯)性痛害は,おそらく日本特皆•の蘭によるものと考えられ, 

現在その生恕,発生環境警調杏中である。

0北海道支場

①トト‘マツがんしゅ舗

本病の発生訪因として,傷,凍害,土培凍結’,あるいはトドマツオオアブラムシの寄生な 

どが明らかとなった〇これらは宿主の樹勢低下作関連あるものと思われ,その場合作•どの

-2 9-



4.昭和4 5年度の試験計画

。本 場

1. がんしゅ病の発生務因別査のため前年度設ffltした富士山発病灿域内外における試験林をソ 

杏する。

2. てんぐす病の被害解析を行なう。

3. 新落葉性痍害の発枷稀過(生態を禮資する。

ようにして曹が発病させるのかが問函となった。おそらく,幽tトドマツ樹皮上に常時腐生 

的に生存しているものと推定し,これの確認をいそいでいる。時期別に,一見健全とみえる 

明度と度目から低温で分辩を統け・ているが,確実に本期菌が分雌されることが渐く領らかと 

なった。樹勢の低下の指樑として,比救膨秘がどの程度適応できるかについて,時期別に 

調秀を行なっている。菌の侵入についても検対している。

② トドマツてんぐ巣病

A 4年度は核害の実態調査をおこなったが,意外｝1発生の多い埸所があり,樹幹に発生し 

ているものもみられた〇中間寄生はほとんと.見いだされないことから,本蘭の生活史の究明 

伝染法の 袍が必要である。

③ トドマツ嗣枯性統害

4 4年度は玲原菌の蒐集,同定,分蛭,病原性についての就験を行なった。

④ フブシディウム雪ぐされ病

本痛が道内各坦の幼令造林她および1苗畑に発生していることを確めた。

〇木倉分場

ウラジロモミ,モミなどに寄生するてんぐす病と,アデロブス落葉籾に関する研究を行なっ 

た。てんぐす拘については,発生環境諷森結果,ウラジロモミ幼,壮令造林地作かなり発生し 

ている病害であり,主敬部発生型では生長波退が顕著であり,時に枯死する場合もあることが 

判明した。なお同病々患部を解剖親察結果,病患部の異常肥大は仮導管及び随線細胞の異常域 

大Kよるものであることがわかった。

アデロブス落葉输は県内各她の亜高山地帯天然林に広く発生していることがわかった。そし 

て,本病はウラジロモミ,シラペ,オオシラビソを供試した接種試験結果,健全枝には発折が 

なく ,半枯死全跡にのみ発病したところから,健全木を侵す病原性はなく,気条その他の面 

因で奏翳した半枯死もしくは枯死したものにのみ発生する病害であることがたしかめられた。

-5 〇-

〇北海2I支場

① 〜③4 4年度の魅続。

② はとく K病原菌の生活史.とくにさび臉子で伝染がおこりうるかどうか田皿点をおいて実 

酸を行なう。冋時に本州でウラジロ疋ミのてんぐ巣病苗とfacetちかうかどうかも検討を加 

える〇

〇木钟分埸

ウラジロモミ他のてんく •す病については,名・地の発痛地について発生瓊境諏奋を行なうEも 

に,接商就験を実於iして発病粮作を追究する。なお裱窖病患部の解剖もさらはすすめる。

ウラジロモミ他のアデロプス落葉病«ついては,病原菌の生活史についての追突を行ない,防 

除法の千がかりを得る〇 ・
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16.トドマツァブラムシの防除

1-試験担当者

北海道支場保護部昆虫研究室長 山口博昭ほか

2•試験目的

アブラムシの分布,寄生のひろがり方,飼体数の原動機構,寄生の林木の生長におよぼす佑・ 

ようを究明,核害発生の予察,防除時期の決定,防除方法の琲立をはかる。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

1)アブラムシ類の分布,発生環境,被害実態調査一道内の立地区分位もとづく各址•域のア 

ブラムシの発生環埴を,順次譌杳,被害よりみた危険地帯の地域区分を行なっている。

2 )トト・マツオオアプラの寄生 ー トト・マツ植裁後のアブラムシの侵入,寄生のひろがり方を 

帷的に調・査,その経退を明らかK!してきた〇

3 )トト•マツオオアプラ個体数の変動機鷹 一 いくつかの条件の異なる地で,アブラムシ個体 

故の技動と気芸,天敬,林分条件尊との関係を調査検討した。

4 )トドマツオオアプラの核窖解析—アブラムシの寄生の推移と林木の生長毆枷秋との間 

係を解析してきた。

5 )薬剤防除法 —— 浸透性布機燐剤による防除法を明らかにした。

4. 昭和4 5年度の試験計画

1)7・ブラムシ類の分布,発生環境,祓害実態調有を摞茶地方で実稔

2 )トドマツオオアブラの寄生のひろぶりについて苫小牧にて継統調奔。また定山渓のエゾマッ・ 

トドマツ天然林の湖伐姓带で,天然生稚樹,植裁木にたいするアプラムシの寄生の推移を測机

3)トト・マツオオアプラの個体数の灸動に密接なる関係をもつ有郷虫,有性虫の出現檢椚を実験 

的に検討。

4 )トト・マツオオアブラの被害解析とくに生畏母との関係を舌小牧にて離続調査。
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17, エゾノウサ•ギの防除

1.試験担当者

北海道支場保頂部野鼠硏究室 柴田莪春•上田明一

" 山本時夫

2•試験目的

エゾノウサギは狩猟鳥獣であるため,その防除法は徊々制約されている現状にあり,また林木 

の被害もきわめて大きい。このため合理的な防除対策を検时する必要がある〇従って本種の季筒 

的生息場所,生臥密度,行動などを圳卉し,防除法の并礎的肯料をうる。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

カラマツ造林灿における野兎の生鼠状態と傍腹の訓杏について,主として一定拙域内の野兎の 

行動(移動と侵入)を6-12月K•わたり橈錄方法によって細査した。この結果,春に出現した 

個体が•秋に再び出斐することはみられなかった。したがって夏季といえども一5諏放内におけ 

る野兎の生息は絶えず新しい個体によっておきかわり個体間の将肋と母入炉はげしく行なわれて 

いることが昭められた〇

生息例耕の質定法の腕試験として生捕り脱による初猗法と国上に殃される足跡歡を組合わ 

せ,両者の近似性の検討を行なった。

4. 昭和4 5年度の試験計画

生息環境の解析御査はカラマツの幼令造林地において45年6月より4 6年3月までの期問, 

生捕り脱を用い謂査を行なう。

また生息個体裁の算定法の試験牡冬季に足跡により夠定法を建入れて実施する。
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18.その他病虫獣害の防除

1.試験担当者

本郷保護部長 伊 藤 一雄 ほか

ゴ涌道支場保 跡樹病研究室景 横 田 俊ー ほか

〃 〃昆虫防究室畏 山 □ 博昭 ほか

東北支塚保護部樹病研究室長 佐 藤 邦彦 ほか

" 〃毘虫研究室長 木 衬 画義 ほか

関西支埸"樹痛研究室長 紺 谷 修治 但か

木曾分塚保筱研究室長 浜 武A ほか

2. 試験目的

国有林野における森林害虫の発生に応じて,郁類,核害,その他を剥音し,適切なる防除年段 

を構ずる。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

依賴をうけた病窖虫類の同定,防除指導を行なうとと&に,各関係機関からの情報や研咒饲 

の・杏麴察をもとに,道内の籾害虫発生状況を整理,記鈕を行なった。

とく｝て主なものは次のとおりである。

!病害関係

! アカマツーキハダ—葉さび痢

被害状況»病原菌の生活史,防除対鎌が椎授明かと左った。

2Iナラタケ病試験怕の調査

上印大門における生態防除就験結果,土壇の理学性を改善する方法を実施すれば,本齒を

防止できることがほ戡明かとなった〇

3. ハイマツ病害

かんしゅ0j他数種の病害があって.ハイマッを枯死させていくことがわかった。

4. 靑^営林暑管内6営林暑におけるカラマツ先枯病の空中散府による薬剤防除予定址の実施 

削・画について現她指導した。

5. 寮石,盛岡営林署・賞内のスギの核窖,乙供,三戸営林署管内のアカマツの被害について ・

現地指導を行なった。

6.横浜営林署管内のアカマツ不成績造林あのコブ嗣の阀斉を行ない,コブ病の裕害が般しく, 

樹形の不良な原因は不良造伝子の関東マッを邸入したことに起因することが明らかにされた。

2•虫轡関係

オオスジコガネの生態と防除

ヒノキ幼令造林木を食害する新事例を明か«するとともに,卵Kついての胴脅実験を行ない, 

卵期間は平均2 3日(2 5C)であることを明かKした。

なお,依賴をうけて虫裁定,診断およびその防除対策指導に応じた件数は,多くはなかっ 

た。これは害虫の:®名が一般に判別しやすく,また防除も,7経済林｝ておいては戦後急k発 

展し,容易となったためと思われる〇

それだけにこれらの依奪!に応じたものの|5ちには,新害虫,あるいは新しい被害例などが多 

く ,研究項目としてとり上げる上に重要な情報を提供することとなった。

4.昭和4 5年度の試験計画

技術開発項目との関連昆Xり,一般会計によって実施する。
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19.国有林における採種林の害虫防除

!試験担当者

本場保题部昆虫第一研究室長 山 田 房男 ほか

』嚥道支場促後部昆虫研究室長 山 □ 樓昭 ほか

関西支场 〃昆虫研究室長 小 林 富士雄 ほか

四国支圾侪護•研究室 越 留 鬼志夫

九州支埸保護部昆虫所究室畏 森 本 桂 ほか

木唇分場保極研究室 小 沢 孝弘

浅川実験林天敬微生物研究室長 片 桐 一正 ほか

2.試験目的

採務園,採掠林において,とくに針莱樹の新梢,球果,超子等1て対する虫嚳^若しい。これら 

の害虫相,主蓼頂の生活史,向じく有効な防除法を明らかにして,熒良林木超子の生産に寄与す 

ることが,この試験研究の目的である。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 塲

種の検索:

マッ類の梢或いは球根に加害する小蜷類(まつのしんくいむし)として,関束地方では,マ 

ツノシンマダラメイガ,マツヅアカシンムシ,マッツマアシン厶シの3敏が知られていたが 

本研究開始後マツアカマダラメイガ,マットビマダラシンム、ン,マツァカシンムシが破毋さ 

れ,とくにマットビマダラシンムシは大害を与えていることがわかった。

生娘萸査:

関東姫方における「まつのしんくいむし」のうち床要整と考えられるマツノシンマダラメイ 

ガ,マツヅアカシンムシ,マットビマダラシンムシ,マッツマアカシンムシの野外における 

発生鮮過を知ることが出来た。

防除試験：

従来,薬剤防除が困!Kとされていた「まつのしんくいむし」忙対しても,その阪をしらべ 

成虫発生期を知ることが出来れば.低毒性燃剤筈の？L剤を散布することによって,防除が可
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・であることがわかった。

〇北海避支場

1)採種園の害虫として,夕張のトドマツ採翊闽に発^しているハマキガ類についてその分布, 

被害経過,被害度を諛充,あわせて興剤防除武族を実施した。

2 )球果寒虫としてこれまで忙脚,余市,夕張,上芦別,柚山準のトドマツ球果Kついて, 

加害害虫ごとに,その加害時期,加害の瞥赦を明らかにした。

〇関西支場

!マツの落下球果調査

関西林木育秘場および支埸構内において.定期的に密下球果を採取し,原因別に髀査した。 

落下羽は支•場で1.9 ～13. 4 % ,育稗場で1Z 2 ～ 2 7. 4务でいずれも虫碧によるものが 

主であった〇

2.マッ採祠園の薬剤吸布試験

間西林木育趋場で球果穿入害虫の予防敝布試廠ft税鄭と共同で行なった。一昨年度は6 

回故布の顒若な効果を確昭したので昨年度はBHC ,スミチオン乳剤の2 , 4 , 6回枚別試 

験を行なった。その結果•2回散布でも,やや不安定ながら有効らしいことが統められた。

〇 四国支埠

! 若いクロマツ林での小が類Kよる被害種の分布勤,分布構造の調査解析

2. 瞰園でスギ,ヒノキ・マツ据1の樹木と球果の皆虫諛査

5.アカシャ類を加害するミノガ類の密度,被罟景准定のための予鏡調査,1部は第7 9回日 

林大会で発表する。

4. オオミノカの谗卵故の調布

5. ミノガ!ffiの食颇をフサアカシャ,ス・,ヒノキを食草として鴻<査

6. ミノガ類の時期別の幼虫の大きさと死亡要因を訓査した。結果,天敵こん虫は寄生ばえと 

寄生ばち(7稲),病原微生物では核却多角体ウィルスによる死亡が多かった。

7. ミノガ類に対する徴生物による防除試魚を浅川突験林天敵微生物研究窦と共冋で実施

8. マッ類でこん虫の密度•被喪衆推定のための諛音を実施

〇 挪支埸

Iマッのシンクイムシ類の各穫について,各ク〇ーン間の耐虫性を枠内放厩法で比絞した。 

この結果,7•カマッよりもクロマツぼ皴害が大きい傾向が的められたが,クローン間では強 

弱の関係が明瞭でなかった〇
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〇木何分場

步野県内に造成されている採頑園のうちとノキ,アカマツ,カラマツ,スギの各採君毗個 

査し,弱在まで性次の害虫類を検案した。

(ヒノキ) ウリハムシモドキ,スギドクガ

(アカマツ) マツノメムシ,アカマツハマキ,マツバノタマパエ,マツヅアカンンムシ

マッオオアブラ,マッノシンマダラメイガ

(カラマツ) カラマツヒメハマキ,カラマツッッミノガ,カラマツハダニ,

カラマツマダラメイガ,カラマツタネバエ

(ス ギ) スギメムシガ

以上の中,核害の大きいヒノキのウリハムシモドキw・ついて畿狩を行ない,生熙,生活史を

究明し,防除試験を行な〇た。

本預は年1回の発生で,7月上旬より8月中旬Kヒノキ針葉の加害がみられた。防除は成虫 

K対するアルドリン乳剤の散布に卓効び踞められた。

〇没川実験林

東京営林局賞内の各地より主としてマツのShont mott倾を採樂し,またその死亡因を 

諏ぺた結果すくなくとも5種の糸炊蔺が強力な病原性をもっていることがわかった。またとこ 

ろ行より細菌によると思われる軟化病が髙率にみとめられた。

4.昭和4 5年度の試験計画

〇 本 場

(I)松類の球衆•新W雲虫の検索

(il!まっのしんくいむしの防除試験

(iil)スギ球果の虫害部杳と雲虫胛査

flv)スギカサガの生活姗杳

(V)まつのしんくいむし,スギカサガの室内飼資,実験

〇北海道支埸

(1)トト•マツ球果害虫の加嵌縛通,被害髭の翳杏

(2i各地城の裱害球果の害虫相の検索

〇现西支堤

t マッの落下球果灌査
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引き続き関西種場,支場搆内で定期的忙即査を行なう。

2.マッ採種林の薬剤試験

I
 関西奇陝において回敷別試驗を行なう。

5.スギ•ヒノキの球果,慣子害虫洲奋

央態冥杏を育狎毋山陰支場ほか各址で行なう。

〇四国支場

1.マッハカレハの卵,幼虫,さなぎの分尚型と經冬幼虫の密度の推定のための課査

2 マッカレハの幼虫の頊存伝の測定方法の綁曲

3.ミノガ類幼虫の食棄妳瀏査

4.ヒノキのせん孔虫の種類と加害状態の狒杳

5.天故こん虫,病原徴生物検索のための濟査

〇如W支蝴

1.枠内放置法で産明習性の御査

2.クローン間の被害率を比較

5.トランブによる天敵と害虫の発生消授即査

〇木食分場

比戟的慢照のあるアカマツ採稀林の諛斉を主忧行なう。

!マツノシンクイムジ類の譯碧:(発生分布と防除)

2.マツノ メムシの諏杏 (生態調套と防除)

5その他各種害虫の防除試験

〇洌II灾统

咋年までの分墾蕉の病原性を砌するとともにそれらの歯を用いて,」、規模なる野外接’種試験 

を試み害.虫防除に利用の可能性を検紂する。
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2 〇.薬剤の微量散布による病虫害防除

1.試験担当者
本場保護都防疫菜剤研究室主任研究官

北海道支場保護部昆虫研究室長

•『 “樹病研究室長

大久繰良治ほか 

山口博昭ほか 

横田俊一ほか

2•試験目的
経費の節波ならび忙大面積の防除B程の短縮をはかり,浪厚・妝布による找効性を高める。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

〇本 場

室内【ておける予備試験の為の散布装匱を開発し,これにより4 3年峻においてはカラマソ先 

枯防除用のシクロへキシミト・について薬害の発生跟界凝度を推定し,これにもとづいて4 4年 

度に北海适終でカラマツ先枯病•及ぴ同落葉籍の防除試験が行東われた。本場ではパイジッ 

卜(デブテレックス,スミチオンを散布したマツの小枝にマツノシンクイムシ,マッケムシの 

幼虫を接秋し,死虫率をしらペた。その結果マッケムシ幼虫(1合終期)では1〇アール当り 

1〇 OCCT完全に死射した。マツノシンクイムシ(主にシンマダラメイガ)幼虫;てついてははつ 

さりした結果をつかめなかったが,5 〇 occfe！上散布すると死虫率が高まる。

〇北海道支埸皂虫研究室

コスジオビハマキを対象に有機辑剤のスミチオン,ディブテレックス両乳剤(濃度4 〇%) 

を用い,散布条(落下量)と殺虫効果の関係Iてついて基礎的東試験を灾施少あくともスミチオ 

ン乳剤ではha当り〇•5 "程座で,かなりの効果があった。

〇北毎道支場

病害としては,防除効果の明らかとなっているカラマツ先枯病と,現在1噸となっているカ 

ラマッ落葉病を対象として,モデル朧を夹施した。カラマツ先枯病の防除としては,従来, 

苗畑では6回薬剤散布を行左っているが,微旬：散布試験では3回の散布にとどめたが,防除効 

果は従来の効果よりむしろすぐれていた。カラマツ落葉病に対しては洒常散布は4回おこなっ 

たが微蛍散布は3回にとどめたが,これも有効らしく思われた。

しかし散布載は,当初の1〜3 £よりも多く,6 ～12£/ha相当であったので,所期ゆ 

散布盤におとしても同蝶の効果力瑚られるかどうか.追試の要がある。

4. 昭和4 5年度の試験計画

昨年度の試験を繰愆へし効果を確認させる。

1) 防除適期の検討

2) 自然条件亿近い形での効果の再検肘

3 )薬害調査

-4〇_

21.杭打による幼令林地崩壊予防法

1.試験担当者

本相防災部治山第一研究室 北村嘉一ほか

2•試験目的

刪埃が予恕される山腹面について,きめこまかに微如形・土埃•林木根系など,崩壞発生に関 

係ある諸条件性ついて,その特性を検討し,今後崩媛危険箇所を推定していく場合の調査の足が 

かりを得る。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

4 d年度は東京営林局甲府•天城・沼沸各営林碧管内の人工遊林地を対汝に諛衣した。

基岩から士垸への移行の形態は.圾所・位殻などによってあまり差はないが,土壤濕まかなり 

の差がみられ,崩壊は土瑣の深、、ところが危険忡ナ火である。また,林木根系は15年生くらい 

までの訓酉では,根長に对して根径が小さく,細根・小径根の密度も低く,その挺抗力は塀く ・ 

刎壊防止上十分とは云えない。

4.昭和4 5年度の試験計画

甲府當林署管内のアカマツ造林扯を甜春地とし,空中写眞により,興形・林相の判说を行な 

って,危険箇所な写真上で推定し,その箇所について,土壌の检精状怨,水分移行状況などの現 

地調査を行なう。
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2 2.大面積伐採地における簡易出水調節法

1.試験担当者

本婚防災部理水研究室号 杉山利治はか

宝川試験址主任 永見郷康松か

2•試験目的

渓間工作物による出水胡砌果を検肘し,典地水源批帝性適甲可能な出水調節工法を開発する〇

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

(1) 前橋営林局水上営冰榮宝川国有林内の初沢流城に武験流城を巷定し,透水性出水狎節工(鎖 

材を使用)を股战した。出水調節工の透水部分の問踱室は39¢ ,最炯水筮は6 7 7Hであ 

る〇

(2) 馅エ後の城域降水兼:観測,施工的点(水位2十新殺)および初沢快水堰堤における水位楓測を 

行なった〇

(3!施工時H・おける貯水池および上流部溪成の堆砂状況•粒径諏瘀行なった。

(4)秽水試験地貴科を甲いて,施工前忙おける降水最と流出弑の関係の検肘を開始した。

4. 昭和4 5年度の試験叶画

(1)流城降水策およぴ積噎氷妣润斎,初沢墓地における気象翅渊,既股2 .新設1地点における 

水位および流速測定を行なう。

⑵ 定時観測日始よび出水後に施工地点における堆砂状況•貯水容姑•の涮匕を測定する。吏た, 

主要な出水後忙は"t毓部渓床の姿｛匕状態も捌定する。

⑶ 施工前期間(晩存資料)および拖エ後期間(上阮費科)における降水景と流出聚の関係を解 

析し,本工糧の流出部節効果を•検対するc
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2 5.林地のなだれ害防止のための林木配置法

t試験担当者

本場防災部防災第一研究室長 樫 W 德 治 ほか

2.試験目的

多羿地帝急斜地林分の更新にあたって,鬧生樹の一部を散生状に保残し,なだれ被害の発生を 

予防する方法の笔準を明らかにする。

ろ・昭和4 4年度の経過とえられた結果

前年度に,特別会が試験「林冲のなだれ害防止のための林木配置法5究」として次の・頂を 

実施した。

1)諏査哪抽遞足のため,前橋営林局水上•六日町•坂下各’您林署管内および会野営林局飯山 

•長野•大町各獄林爭停内を掘衣した。

2 )調査候挿址の積宙脚?pを行ない,六日•爭榮区16 5林斑および飯山％剿？5 4-15

5林班ブナ林内に雄続押:杏のための固定訓秀址を決定した。

5)更折方法となだれ灿化の関係について資料を検討した。

4.昭和4 5年度の試験計画

1)固定調？？灿および周辺址域について林木5*.置談帝を行なう〇

2 )同上詡斎址の積宵移動状況の調杏を行なう。

3)調査結果を既存資料とあわせて解析し木骸生状保我法の基準を求める。
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2 4.治山計画における危険度判定技術

1. 試験担当者

北海道支埸縁営部治山研究室長 遠藤泰造はか

2. 試験目的

道内国有炼の治山事業の効果的投野を計るため作州！形,地賛.降雨策の分布,退去および現在 

の荒廃情況,林況•気象などの諸耍Sと山地砌との衆的関係を統計的忙解析し,治山計面のさ 

いの流域別の使先度判定の方法を確立する。

3(昭和4 4年度の経過とえられた結果

t山崩れの発生誘因のなかで,もっとも作用度の強い雨氷因子と山崩れの発生との関係を・欲的な 

面から考察した。その結果,a )山崩れを起す南强の分布は平方根正規型の分夫をする。

b )山崩れ,がけ烟れ,土砂崩れの発生件数の9 5务は,日雨策が2 〇布以上の時に起きてい 

る。c )山崩れなどの発生は,そのほとんどが雨の日かまたはその直後作起きている。などを 

確あできた。

2.山崩れの1つの因子である土壇の深さについて,その分将を検肘した。

4.昭和4 5年度の試験叶画

1. 既存の資料を用いて,危険鹰判定技術の方法について検討する。

2. 道内各局の治山計画の実態辭査を行ない,現行の予防保全の計面を把握する。

2 5.ポット造林技術

L試験担当者

本堵造林部造林第一研究室

北海道支蜀造林部造林をー硏究室

〃 〃士しょう研究室

森 徳典ほか

菊(0信吾

真田 勝

2.試験目的

国有林に於ては,4 〇年度よりポッ 卜育苗,钵付苗造林を事業灾^のかたわら試験的にとりあ

げてぎており,一部では夹甲化試験を行なって送次鹿樂化を検討中の段附である。そこでこihら 

ポット造林行おけるnw点の解明を行ない,各地域の条件は透したポブト育苗,鉢付苗梏林方法 

を究明する。

3昭和4 4年度の経過とえられた結果

〇 本 埸

実施絳過

1. スギ,ヒノキをブラスチックポアトに直播きし,試験用苗木の瑶成

2. 季節的植栽就験のため,上记響苗苗木を一部林地H植裁

結 果

直播苗を眷苗する場合,符苗率を商めるためには,無苗ポフトが出ないよう若干頓稲量を多 

め也するとともに,兩滴,水分管理忙充分注意を払う必要がある〇

直播苗はその性質上,小苗造林となるため,林床植生繁茂の若しし、ようなところでは不適当 

である〇苗木の生畏は導通の推苗法にくらべてやや劣るようである。また,苗木が不揃になり 

やすい加向も若干みられた。

0膈道支場

4 5年度は旭川,帯広各営林局寿内の造林址の実慫典秀を実擒したその結果では,活着状況 

については良好であったが,生長関係では期待された程の結果ではなく育苗又は植栽における 

幾つかの問題点をみいだすこととなりa a弟度はそれらの剛a点について追求した〇その項目 

は次の3点である。

t ボット鉢付苗の水分および肥料分•流亡に明する邮杳(支場構内苗畑)
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2.用土別ボット育苗試験(夕張営林署との共同我験)

5.ボブト鉢付苗械栽時职試琰(夕張営林編との共眼験)

1は,ポ ハ 背苗の基礎試験として水分管羿と苗木の生粉状熊および肥料分の流亡を知るた 

めにポット内の含水Jftを3 0 , 4 0 , 5 0 ¢との3段陪として育苗をおこなった。其の結果肥 

料分の流亡については理在整理中であって生育関係においては含水拍4 〇佑が砌であった。

2.5については,造林地に植栽したので本年度(4 5牟)生興期の訓奔によって結果が簡 

られるものと考えている〇

4.昭和4 5年度の試跋が画

。本 埸

季節另曲fl栽武験のため,前年度に屮続いて,4月から12月まで毎月スギ3 6 〇本,ヒノキ 

560本づつ檳找を実行すろ。

春季植栽分の活着と生畏調斉

〇 北海适支場

1. ポクト鉢村苗木は珍华に伴う根のぜ新の度合により根の再生あるいは生長が根形によって 

異なることが予想される。よって根形の異なる苗木を同一方法て.根を切断して.それKよっ 

て生ずる再槌の状態と生步との関係について調杳をおこない,ポッbWffiKおける根形と切 

断との関係を究明する(支鴻構内苗炮)

2. 前年度の継続就験である用士另I爪1苗試酸盜びに植我時舞)試験(夕張営林署との共同試・騎) 

の詡奔

5.ポット鉢付造林が試験的に実麹されてから本您で5ケ住を好過しているのでそれ等の植戒 

地の生長鮮過の灾態について歓ヶ所の郃杏を実施する(増川•帝広局曾内)
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2 6•林地肥培

t試験担当者

本場土じょう鄒士じょう肥料研究室長 告 本 衛 ほか

北海道支担造林部土じXう研究室長 原 田 洸 ほか

東北支場な林部背休第三研究定長 藤 田桂 治 ほか

関西支場宥林葡土じょう所究室長 河 Bi 弘 ほか

四国支場土じょう研究室 岩 川雄 幸 ほか

九州支期林部土じょう研究室長 協 孝 介 ほか

2•試験目的

林地肥培の基礎として禾要な森林の後分耕済を獐分吸収说の鄂秀,麥分很顏率の調杏などを通 

じて明らかにし,これらの基撤の上に立って肥培効果の把握と解析をおこない,合理的な肥培技 

術を砲立し,その体系化をはかり,もって森林生産力増强に??することを目的とする。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 規

・落水耕により春分供給景と生塵排との関係をしらべー定の数式で表現されることが推定さ

れた〇

大型の水费装僧によりスギ8年生幼木の水耕ができるようになった。

水分段階をかえた土耕で«掬肥効釆が土埃水分«よりことなることが明かにされた。

幼会時がらの施肥林分の生長羅谓を明かにし土埋型や斜面上の位僦により胆効がことなるこ

とを明かにした〇

成木林の肥培について,施肥後2 ～ 3髭経過して材積成長の増大がはじまることが試験址の 

測定結果から知られた。

落葉採取を行なったアカマツ林では,これをやめると1〇生で,土埸の斑度がいちじるしく 

游少するが,終肥!Cよるち神いはなかった。

広强樹林の施鷹は効果・が胸高断面積合計にあらわれている。

〇北海道支塲

岩見沢世林缎皆内の淮草剤,肥料の紺み合わせによる下刈期間短縮試験」では•柩機査・
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隔光訓杳,土埸調秀を灾施した。 •

濟水営林客管内の「トドマッ,ブカエゾマッ3理素試験地」忙第3回目の施肥を行ない,生 

長を部音した。

栗沢町のトドマツ成木林紀培試験堆では,各処理区で3本の供試木を選定伐倒し,生夥狩過, 

弄分含布扶鼎を調査した。

帯広,函館営林朝佼内の「閉鎖前のトドマツ林如紀培試験飴」では所定の施肥を行ない,士 

塲の泅竇,植生調査を行なった。

試験場構内で林木の栄瞥と施肥に関する瘀試験を行なった。

〇東：I技場

1.林分密度と肥培効果(カラマツ)

4 0 0 〇本区は2 〇 〇。本(Zに炒成長低下がみられたが,間伐実施区8,。 0 0本 —

4,。 0 〇本せでは2,。 〇 〇本区と同程废の成蹄:かみられ,疎開状件が成長に著しく影響す 

ることが判明した。また低密度,擒35林分ほど旗蔵;および胸商直径のばらっきが少ない。樹 

冠占有面積は各密度いずれも施肥区において大きく ,施肥による閉鎧の若しいことが知られ 

た〇

2成木施肥武験

あ肥による供風木の材積冷加については施肥前5ヶ年,貌旺後5ヶ年の成長粕姻からはい 

ずれの供試木も材耕増は認められなかった〇しかし,施肥効果は林床植生とAO/SKおいて 

響分现存拼を伸かに増加し求た地上部我分明存飛も増加した。

5.肥培木の性貧

肥培による胸高隨径の肥効指数は2 〇 〇を示し成長はかなり裏好であったが,木材夹翌・, 

水分,空隙の容積割合は生長差のようにはっきりとした傾向は認められない〇また年輪巾歩 

広くなるにつれて容積密度敌の値は低減する傾問にあるが,JS培木がとく K劣る傾向は解め 

られなかった。

〇関西支場

1)山崎営林譌河原山国有林の17年生のスギ林に対して4 4年春に施肥試験を実施した。し 

かし1年経Jg後同年秋の部分結果では十分な魔効は詡められなかった。

2 )西条林署の7隹生のクロマツ林(幼令林より魅観)の施肥開始後6年後の(最終角肥よ 

り3年後)の成畏飄奇および追陟を行なった。けんちょな肥効が寵められた。

5)その仙の試験孙は湖杳年数に当っていないので淑査は行なっていない。
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〇 四国支場

5 4年彦からスギ,ヒノキの幼令林について,肥料三要索,施/時期,施W・位伊)磨用景,肥 

料の種類について試験を実流してきた。(本山,須綺)

昭和4 2年よりスギについて苗木の形状,士塚条件による肥培効果と中令林について材肥試 

畛をはじめた(須臨)

壮令林については昭和3 9年魚梁瀬管内に試験灿を殴置し検討中である。

これらの結果今までに発表したものは次のとおりである〇

! 林堆における施肥時斯試験 日林関西支溝 9号 1959

2. 進林木築内のN澳度と成好との関係 〃 15号 6 5

3. 肥培成長継統の一例 〃 19号 6 8

4. 苗木の形状ごとの肥培効果について 〃 " 〃

5. 權裁密度ごとの施肥効果 " " "

〇丸州支場

1. 品卻Kかかわらず幼令林では明らかめ肥効が5？められるが,成木施肥の65湖ままちまちで 

ある〇

2. 耕紅も生長景に効果をあたえる。

5.肥効はサシ木スギの品曹K・よって異なる。

a )品・によって生長裁は若しく異なり,無齣肥でも生却のよい品積では感効指故は少さい。

b )サシ木スギは品瑚によって植付後の根の発生游に差があり,生長野谷これに応じて愛動 

する。

c )植付けの深さの違いで根の発生の仕方が異なり,根切りとすると側根の発生にも特徴が 

ある〇

d )新柏時の施肥は根穴の排水｝て贸意しないと肥料障守を起す。

4.昭和4 5年度の試験’計画

。本 埸

酣落水耕

成木水耕

大型ポブトにより周辺効果を除去するようにし,材料の査成を行な 

う。

H濃度を4段階として•スギ9年生の生育に及»ますえいきょうを明

かにする。
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土携水分を5段階,參外2段偌・くりかえし2でスギ落をつかって水分と肥効

実験"!る。

幼令時からの魔培林 湖尻•大日山•七会の各試験地の詡査施肥

白河•天城•湯沢•大日山・紅井沢の各試盼地の阳査成木林即培

低位生産林地紀培 赤沼に施肥鼠の男験区追加

Q-北海道支場

岩見沢常林瑕管内の除草剤,労肥の統み合わせによる下刈原間短縮風験址は初期の目的を達

成したので,本任废•生長,土璞,拠iに関する齒終諒奇を実施する。

帯広,函朗営林料贅内のぼ験址に第2回目の麻紀を行なう。

試駿埸柢内に行っている茶礎溟駿を継貌する。

〇東北支堤

密度の適正化を針る。

⑴間伐突粕後の梨分析ならびに施肥後の築分折をおこない,施肥知果について検討する。

⑵ カラマツ,スギ,アカマツ,コパノヤマハンノキ既設肥培林を伐採し,肥培林の土埠变

3.(0 肥培木の俺害Kついて遠野地炫の実態調音

⑵立地別造林木の材•質と肥培木の材伊比較

関西支場

1)山崎営林翱 謀野伊林署曾内に概令15～2 〇蛆生のスギ林を対象として施肥試聆を行な

う。(新股)

2 )山綺•临野試験地(スギ林今ケ度1Q年生幼令林より摧統)の成景測定および迫肥を行な

化,丞分現存な,成長縫過等について総合的K踏効果を解析する。

2.国右林におけるスギ,カラマツ,ブカマッ成木麹肥試・淋の肥効解忻

！ アカマツ(好歐実験林),スギ(岩千営林・)林分については間伐を実旅し林分密度を2 

段障とし,拖史をおこなう。カラマツ(支場横内)については既設林分の間伐を灾施し林分

〇四国支場

t 既股的令林試静地の鳏統訓査(本山)

2. 苗木の形質ごとの試験址調査(須煙)

3. 中令林の密度ごとの試験地調卉(")

4. せ令林の肥効調査 (魚梁瀬)

-5 〇-

〇九州琢

1. クモトオシ,アヤスギについて針葉の®!分含都の季節変化をしらべる。

2. 肥培効果判定のための葉分析について

3. 施肥Kよる：fじょう変化

4. 苗畑における鷹肥最の途いが山出し後の生長におよばす梆!

5. 建汕営林・名瞥内に設弟した黑色士じょう地帯で施於呆と立地因子,牛長筮との関係をしら 

ベる。

6. 原對造林におけるスギの生技と士じように及ぼす影容
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2 7.ウラジロモミ,シラベ林の更新

t試験担当者

木料分場造林研究室長 兵頭正寛ほか

2•試験目的

強高山地帯における天然生林の更新技術を風立するために•更新初期の稚榭の発生涓笑とこれ 

に関係する環境との関係をあきらかにする〇

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

長野営林局王滝営林署管内に王滝天然更新肢験址を没定した。さらに同試濒内作6 0ブUッ 

卜を設置して酒生靜者を実施した。

4. 昭和4 5年度の技験計画

王滝天然更新就験地内の土埃•植生即査•除草剤散布,林床処理,稚樹究生调奁,種子の落下 

玳調査を実施する。

一 52 —

2 8.上木被覆による寒害防止

1.試験担当者

北海道支場造林部擬 土 井 恭 次 ほか

本埸造林部•苗林第一研究室長 坂 上 幸 is ほか

照国支場進林研究室長 安 藤 ft ほか

九州支埸有牀部育林第一研究室 知 木 哲 夫 ほか

" 第二研究室

" 九州林木育種埸原理科矛

上

母

中 作次郎

善一

2•試験目的

北海游の疵地作では風衝の怡幣の少ないところでも・トドマツ,アカエゾマツ若幼令木の寒 

害が南方斜而に集中して発先しているが,これは士じようが舟期間凍結しているため根から地上 

部への水分補給が著しく阴罟されている。若幼話木が日射寡湿などが原因して強制的に脱水され 

るために枝莱おが乾燥枯死する,いわゆる寒乾害と考丸られ,その防止法としては,日かげが布 

効なことが推定される。本研究はこの寒乾害の機作の解明と械害と環境およぴ安傣耍因などを定 

豈的に把握し防止法を確立し普及K・もっていく。

&昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

商萩當林衆潮萩帝業区と 蹄営林署高崎申業区内に各々試験址を設定した。

°北海漁支弱

! 被皆の種類および粗糧 寒乾罟•トドマツ

2•実施経過

A) 核窖防止効果の実態調査

嬰害防止法をとりいれた,一般施業造林地について,環境,址布方法植栽方法の!瞬,

保護带被害の御資

B) 造林她の须嵌解析

寡磷地帯で毎年寒害が発生し,造林困樱な環境の気象耍素の解明(気温,湿度,風向・

限速)
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C)作の解明および防止法のモデル実朕

イ)遮光枝の南(魚ひかげ)北(日かげ)における気温と樹体温度の関保冷よび日射撒の

渊定

) 〃 トト・マッ切枝の用位時問あたりの乾燃推の測定

ハ)日かげの効果

寒乾喪の要因を始おまか比示すと次の用仲・が推定された。

〔樹体内状態〕

正常木

根および莅の部分凍結

樹体俱度上昇

異常脱水

〔瓊境因子〕

低気温

土じょう碑結

H射

日用,嘉湿,風

〇四国支湯

本山世林署12林班 海核1,。 Q 〇〜1.〇 5 〇 S (凍害の発生が予想される)と魚梁激世林 

署119林斑海抜9 6 〇〜1,。 0 0 m (凍冷の発生が予想される)尤次の試験設計による試 

験揪を扱け,45年5月植栽をおこなった。

(試診設計)

切疲密度約5.0 〇 〇本/ h aとし,方形植全刈地拚区(対呷),列間5加,苗伸〇• 8« , 

植列の両側5 〇颌を坊なし4 mの広葉樹保護帯を設けた列状槌栽区,3 m巾の広葉樹保護價 

を殺け2鷹の市で址推を行左い,1m四方に5本植栽の巣梢とし巣の中心間の距蹈を3 m 

とした巣植区を設けた。

〇 九州支場

1.林木の乾凍性

九州産スギ梢英樹3 〇クローンを選び耐漁性の差異と原産抽標商との関係を検射し,棟髙 

と耐凍性にマイナス相関があることを明らかにした。

2.凍害防止方法 •

波野試験址で溝切り,耕板,除革なと・の効果を再検肘中だが,槌栽後2年目の10月下旬・ 

急激な冷え込みによって各庁共に回復不能な源窖を受け,単なる地招方法では急激にくる寒

さには凍客防止は困難であった。

一 54 一

4.昭和4 5年度の試隣計画

。本 場

1)試験址I内にスギ,ヒノキを交互列状柚裁する。

2 )試験地内光条件の年|川変動を推定するための轩料を得る〇

〇北海道支場

1.6年生トドマツ苗の被害に：およぼす気象要因,とくに日射の影きょうの解明

2.庇詹格子による有効倒度の検討(支場構内モデル実龄)

〇 四国支歩

列状相栽区•巣値区とhに拖时關巾がせまいため,保護帯にのこされた広菜樹により彼圧 

される危険があるため•生呆覇の光環携の測定を灾徳し,その精果によって保護伊帯の巾に再 

翰證を加える。また,冬聊の気盖環境綁資を実杓する。

〇九州瑚 .

1. スギ稍英樹の頂说•堆による創な性系統の辰分および耐；東性形国の榛•合3日否

2. スギ和’英樹30クローンを甲い,クロマツ先行植栽,同時相我の効果の差我を検时

3. 漁啓常毀址におけるスギ品种の鬲凍性比校

4. 南斜面拙形はおける㈱罟発生機作の辭明
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2 9.機械化を前提とした間伐方法

1.試験担当者

本場造林都舟林第二研究室長 蜂屋欣二ほか

北海道支場造林部耕雑二研究室 板盛’ 功ほか

2•試験目的

問伐出芽の省力化,邸伐軽せを軽減し,間伐をより広く実行するため機桜力の導入も考えられ 

る。その前提として間伐方法の検酎を娜とするが,当面,初甥間伐における列状間伐法につい 

て検射したい。

また,歹懼,巣框兑なと・機械導入を考えた林分の瞰方法もあわせて検討する。

5.昭和4 4年脾の経過とえられた結果

。本 場

4 4年度にけ 東京営林署管内でヒノキ林に間伐做检姫を設定

内容は 1.械列,2列保残,!列間伐の列状間伐

(間伐率は本晒秽fとも3 5冬)

2. 無!U!伐(対照区)

3. 忱就3 3考問伐(柱材用を目標として,この林分の平均直径にあたる15

血前後の倜体を主体に間伐)

4. 本数5 3俗間伐(従来のB程間伐に準ずる)

〇北海謂支場

帯広営林局中標謙営林署管内間伐予定林分について試験她股定のための概査をおとなった。

定山溪営林署管内カラマツ列状間伏跡址において庇陰下のトドマツ生共予測のための帝料の 

収集をおこなった〇

4.昭和4 5年度の試験計画

。本 場

〇前橋(あるいは長野)局督内,カラマツ造林地忙列状問伐試験怕の倒定

〇束京皆林務ヒノキ試酸址の生産欄造調査

一E6 一

〇 列状間伐事例諏査

〇北海道支場

中徳？It営林署管内カラマツ間伐予定林分に列間をいろいろ？えた問伐試知地を設定し,その 

後の推移を諛杳する。

定山渓営林署管内のカラマツ列状冏伐跡地で林冠の閉鎖具合と林内腋度の推肆ならびに樹下 

秘L校されたトドマツの生長との関連を求める。
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3 〇•林地除草剤の合理的使用法

1.試験担当者

本場造林部除輩剤研究室 浅沼屣吾ほか

北海道支場造林检産林第二研究室 熨岡 洪ほか

2•就験目的

塩泰恢ソーダ系除革劑のササに対する使用姗を妝布個所の環境条件によって解析し,合専 

的使用方法の確立に役立てようとする。

このため営林局の锡カのもとに全国的に試顔姉を設定し,データをしゅう集し,その紡果から 

効果K影響すろと考えられる主蔘因子を抽出して解析を加える。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本場

作成した試姓绡に従い,ササの耗烟別に各尚怵局管内に試験地成設定された。

除單剤散布後1ヶ月〜1年目のササの抑制切果および散布前のササの形態»土壌環境縛の因 

子についてのデータを,カート・記敏时より6局13鬱林好から希告をうけた。

〇北海道支場

1. ササ型根生における架効の発現を士携の理学性の異る立地Kおいて姬杏し,枯殺力が土雄 

の性啓によって兹動することを究明した。

2. 除草剤の枯敘効果を蝕:布前に予測する指標を見いだすため,各立缁条件下のササの生態を 

部査した。その結果,サ桃下茎の分布深が枯殺効果と高い相関があり,予那の指標となるこ 

とを実証した。

3. 土堆の性質と除茹剤の効果との爬係を基礎的に明らかKするため,土埃の性曾とササ地下 

茎の分布状懲さらK±f»中忙おける薬剤の消長を謂宓した。

4. 土拿の化学的性卽とく祀有機物嚴が除草剤の毒性の消失におよほす彫郷について檢肘したc

5. 讪隹度(4 3年)散布林址の実態詡査から気象条件とくに降雨の影瓣が奠剤の消捉にかな

り彩醬をおよぼし,かつ土壤即拡よっての楚異がいちぢるしいことを知った。

6. 輙酸塩除草剤のキク科草本檀生に対する効果を,出現耕の季節的消長と林床内剛から 

検肘した。

-58-

4.昭和4 5年度の試験計画

。本 場

実施初年度の試験地設宝着年のおくれにより,データのし歩う集が遅れている状況にある。

本年度までK報告のたったものについて,ササ理・類別田とりまとめ,主要因子一覧表を作成 

する。

この要因の中から,効果に大きく鬱料すると考えられる主因子の選定法を検肘し»統耕処理 

を行なう。

0 北海诲支埸

〔•枯役効果に影费をおよ形すササ拙下茫の深さと,散布会との関係を実除的に屁明する。

2. 境素酸塩除華剤の毒性の消始と士琲の(匕学的性質との関係を調斉する。

3. 塩素酸坦除荏：剤の土埃中における消レと散布死との関傍を土壤の性裝を変えて検制する。

4. 土性と降雨条件が境素映塩除幕剤の移動,流亡Kあたえる影容について調査する。

5•草本型故生に対する埴濁酸塩除草剤の反応を,時加,景を変えて検討する。
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51.造林地のツル類の防除

1. 試験担当者

北海招支場造林部选林第二研究室易 林 敬太にか

2. 試験目的
本ifiKfeけるッル類の分布と生態を明らかにするとともに,造林木にたいする被害の実態を究 

明し,遭確なッル切り等の時笋1および楽剤防除榜,合理的なツル防除方法を究明する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

!ッル類の生態と防除に関する既往の文献を集収し,検紂をおこないせの(n韓点を明らかKし

た。

2.ッル類激繁地におけるッルの分類と造林樹料別被害哭熊を恵庭.白老,余市事寒区において 

那奋し,被害分・類の绿資料をえた。

この結果•木本性のッル・類の极害分類は,造林木にあた兑るツルの生長特性と核害の形態か 

ら,ヤマブドウのように被害が主K・核程によるものと,ッルウメモドキ,コクワ等のように幹 

の締めつけによるものと匕分類する必菠があることが既められた。

5.ッル類が造林木K•あたえる核書は,幼会彷林木ではトト・マッに比較してカラマツ炉大きく . 

生長折の滅^が明らかであった。

4.昭和4 5年度の試験計画

1.湖南地方におけるッルの被害翔と彼害分若nてついての基礎資料をうるために脚奁を突施す

る〇

2«ッル切りによる被警の抑制効果を検肘するためにヤマブドウ,ッルウメモドキについて切断 

時期を変えて試險する。

5.桨剤防除の予備試験としてホルモン系除談剤によるッル体内挿入処理の可否と効果について 

棲討する〇

4.ヤマプドウの生癒及び被害の機作,防除方法等を基礎的に薜明するため•支場構内に堵萌す

る〇

-6 0 一

5 2.国有林経営における技術の体系化

1.試験担当者

本場機械化部作業第一祢究室駐 辻 降道性か

" 〃 作栗第二研究室長 涙部 庄三郎ほか

"紆営部あ研究室 嫌崎 実

2•試験目的
届終生蔭数景を目途にお巻,林業生産としての専門的に分化された基礎ないし個另 i肢術・相互 

関連の立場からみて,林木生産としての蟀合的効果を発押できる手法の確立をはかる。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

部分工程の相互関述についてPER T千法を利用して,現在の工程における投下労働页の把握 

を行ない,部分工程の紐合せ如何によって後投下労働量の達・異が非常に大きいことを明らか吃し 

た〇

これに対して部分技術の投下労钠を算出するために散贽化手法を取入れ,現地適用について 

検討した〇その結果現坪活用Iでは阍便な方法であり,良く適令することがわかラた。現地遜用を 

行なった仕事は金抻全木伐倒枷,集材掇による金幹全木集逐材作業である。

一方VTおいては技術の裏付けとなるコストの把握を行なわなければならないが.小さい伐区ご 

とに条件の変化と対応させた資料を得ることができれいので,天甜址方の森林桎合・を対象として, 

曲部で作成した帳脚眼に合せ,作案功程を茲策化によって把握するための作成と記帳をすす 

めてきた。梆分工程の相互囲連にっいては水乱常林名をモデルとした生评プロセスチセー卜を作 

成した。

4.昭和4 5年度の武験計画

水窪憧林署と価山村森林知合をモデル規模にとって,総片姓と要因配分の山孵を作成する。

帳票記帳を整幾して,造林率菜関係にも致朋化手法によって部分功程の推測が可能かどうか計 

笋する。数紙化手法によって既に作成した全幹全木伐倒作業,全幣集運作樂のケースをもって, 

要因のパラッキ裕の判定方法を遂き,推浙I値精度をI句上させる方法を検討する。
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機械化工養の組立てについては生産性睹景,生澹性比容,稅動状況,人員流動性,人員構成の 

願％表を作成して,生摩・工程ネットワークの中に技術礙として遭宜持込める悪券がとれる方法 

の検討,このための4 5年は集材!兹関係,トラクタ便係を主にする。
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3 3.奥地林野火災の空中消火における薬剤散布法

I試験担当者

本福防災都防災第二研究室長 井上 桂ほか

2•試験目的

岫> の主な地形•植生•林分状態別の空中からの適正な消火剤散布法を見いだす。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

関連研究は二つあり.'、央地林野火災の消防法"(善別会針,昭和43〜45年の予定であっ 

たが,腳取よる煎陟£を行なうため4 4年で打ち切り)で纣開放油における址表火の她上から 

の消火法について研究し,扯形,可燃物の種類・母と有効散布景•散布韓などとの関係を検討し 

てきたが,昨您の三政大火を契极として空中消火法の研究の必要性が叫ばれ,特諏裁(昭和4 4 

保単年度)による”林野火災の空中消火に関する研究"を消防研究所との共冋で実稔することと 

なった〇

当面の目疚としては地形.林相•樹靜別の適正械布法を見いだすことにおき,室内実験(各稀 

可燃物に対す,る放布席度ごとの消火および延剛止効果,風速•傾斜のそれに対する影啓など) 

野外消火剤散布試験(主な堆形・林相•樹種別の散布密度と付浩帰.分布葩囲との関係),野外 

消火試験(主な林相別の即接・直接空中消火試験)を計面した。

しかしながら,初期的な硏究段階にあるため,あらゆる而で未知の間逝点が多く,特に野外消 

火剤散右試臉では助(i器の訓整鱗说が十分に作够ず,港図した試酚データが德られなかづた。 

批・室内実験においても未解決のf用題点が残・。そのため,空中消火法の当而の技術的倒g点 

を辭明し,実用化の見通しをうるためには残された間題庶を解明しなければならない〇

4.昭和4 5年度の試験計画

空中消火の重点を間接消火におき.

1)呀外弑験では址・形(緩・急),植生・林分状態(スや,ヒノキ各2D年生の林とササ地) 

ごとの有効散布密度およびイ柿聚分布を検討する。なお,散布ヘリコプターはバートル1〇 7 

ベル4 7 Gを便用する。

一 6 3一

2 )室内夹盼は各種啲物・嵐速・佩斜に応じた尴姗莱務.桨域を見いだすため,消防研究所施



3 4.ポット植栽のためのトラクター作業機の製作

1.試験担当者
本場桜樹匕部機械科長 山圈三平

2•試験目的
クローラトラクタ付属作業檢としてのポット苗植えつけ掇を为稗化し,これによる造林作輿 

の機桦化の可能性について検时をくわえ,これからの省力林妙羽のための檢械化年法の発見に 

つとめる〇

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

林道作設,集材作羹・などに使用されている林卖甲クロ ーラトラ"タの布林作業用付積作業械の 

_っとして,本梅の考案,做ヤをおこなった。すなわち内径約15 Ommの中空軸の先端に,ス 

パイラル形植え穴堀り刃のついた開閉可盲欧£半球形状の珮さく押をつけ,直径,深さともに約 

2 Q Ommの假穴を掘った後,半球形状の掘さく頭をひらいて,中空岫の上方から,ポブトっ 

普苗を落下させることにより,植え穴の中にポット苗をおとしいれ,中空軸をひきあげると冋時 

Kボ’卜苗の周囲をてん圧して,植えつけ完了するものである。このようなSBtKもとづき,ポ 

ット梢我用作業檢の試作をすすめ•その第1号様について,実際作動戡搆につき検討をくわえた。 

それKよると,硬質土での堀さく性條,ポクトつき苗の中空軸中の落下性能,ポ八つき苗の相 

え穴内でのてん圧性能警｝てついて不充分な点がみとめられた。よって,これらの不充分な点につ 

いての改良設計をおこない・再度作動機槌について検対をくわえた。

4.昭和4 5年度の試験計画

クローラトテクタ付属停极としてのポット苗植兑つけ機の作瑚娜(作抜本的に検討をくわえ, 

従来の太い中空的中をポットつき苗を落下させて,植え穴中に林えこむ方式をあらため,相え穴 

免りとポブトつき苗の植えつけを另I動作でおこなうことのできる。ポットつき苗の形状に大小が 

あっても作勁可能なポブト苗植えつけ檢を考据試作し,突用機として役立ちうるもの作せんとす 

るものである〇
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3 5.造林用小型クローラタイブトラクターとその作業装置

1.跌験担当者

本製機械化部機械科長 山脇 三平

2•試験目的
この硏究は,中〜急傾斜林地に導入しうる自重1ton前後の小形クローヲ 

トラクタおよび同付屬作業荻置を開発試作し,これによって従来不可能とされた急冊林址 

の小形車両およぴ同付段装隨を利用した造林作業の糧榭匕を可於ならしめようとするものである。

&昭和44年度の経過とえられた結果

自$1.〇 〇 〇 K?.全長3, 0 0 〇皿,全市7 5 0 aa,全商1.2 7 Q械,最小施回您0. 6 ",走 

行速度〇〜IMKnx/hn,登はん能力3 0。,塔載エンジン拼気容切79 4CC,燉大出力16 Fs , 

排土寸法巾71Qittx高2 5Q稿,油圧モータ駆動式走行装貿,等分分流各個操作弁街膜方式操 

向装同,硬式疑架方式,油圧ポンプ5 61/min + 24//mi n ( 5.0 〇 Or pm時)•パブクホ 

一法確パケブト容量0.0 5宀施回角度18 〇0,果大堀削深さ7 0 0翔,衆大壇さく半您2.130 

砲の諸元をもった造林用小形クローラトラクタを試作し,トラクタ本体のみの灾用にはほぼ供し 

うる見通しをもっことがでさた〇

4.昭和4 5年度の試験計画

浄林用小形クローラトラクタ付原作案装瀆の試作をおこない,中・係傾斜林地における造林作 

樂の檢械化の可館性の究明;て資する。
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5 6.林業機械の性能(小型可搬式機械)

1.試験担当者

本場機械化部機械科長 山酬三平ほか

2•試験目的

小形可撤檢械.すなわちチェーンソー・刈払模,植穴羯圈等の動力性能ほっいて計^分析をお 

こない,これらの墓礎データにもとづいて改轡,開発のための指針を取得し,実際に実行するこ 

とがこの研究の目的である〇

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

前尔度に:feいては,チェンソーに奘備しているソーチェーンは日行数回目立をしながら伐倒お 

よぴ切船断してい.るが,目立のたびにソーチェーンの切刃の芬さは,わず»、づつ婭かくなり,新 

品のときの切刃の長さを5/5 =1とした場合,4/5.5/5,2/5 ,1/5とへった場合の切削 

性能祀与える炒について,チ,パー形ソーナエーンについては,先年度その結果を報吿したと 

おりであるが,自動研f残のできるパワー,シャープナ形ソーチェーンについてその計側•分析を 

点こない核肘をくわえた〇

すなわち,チッパー形ソーチェーンの您!向と同榜,パワ"■.ンキープナ形ソーチェ_ンについて 

も,切刃の擬さが新品のとftから,だんだん短かくなると,その切削性能は浙次,低下すること 

を確題することができる〇 •

4. 昭和4 5年度の試験計画

次年度はとくにソーチェンの切削性能と・超小形チェンソーの鍋断性能については超小形チェ 

ンソーの錦断中の動力性能の渊定を行なう〇
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5 7• 林業機械の振動騒音

1.試験担当者

本場機棟化部德械科長 山脇一平ほか

〃 〃 作對RTH究室長 辻 隆道ほか

2•試験目的

林部働力不足をおぎなうための林槊機械の公害的なR窗としてとりあげられているチェンソ 

ソー,刈り払い檢,植え穴掘り槻の振動•數音の疑濟忙ついて,各朝の極肘をくわえ,とりわ 

け,考案改良された各機の比較検討をおこない,倍良機械の開発普及をはかることにより,この 

種の社会的公害の絮決祀貢献せしめるものである。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

°作業科

4 °年度:全国の岡布・林の現输において使甲されているチェンソーについて,作業方法の而か 

らチェンソーの整備状況,目立の状況,切斷中におけるハント・ル部の振動溜定を行 

ない,整佛の您いものは按動も大きく,また目立の良否｝cよって振動も楽化するこ 

とをつきとめた。この料杳に芥づいて「チェーンソー伐木造材作券と機梯の操作整 

伽の実態渕布ならびに指導夢綱の作成」の報吿詳を捷出した。

41年度:ソーチェーンの目立を喪化させ,/際祀玉切中の蹒を測定し,目立と振動の関係 

を祥細K・解明した。

労伽生理学的な面から,振動の人休への伝播を検討しながら,振動と作業姿勢.作 

樂動作の関保を求めたe

4 2庆度：前年度忙弓|続暑冋じ研究を進めテータの蓄秋を行なった。それに基・づいて「ナエー 

ンソーの幣備離準」「ソーチェーンの目立養裙」を作成し.现埸作業員に対する教 

育忙役立たせた。

作業動尙ついては16爾フィルムから動作分析を行ない,これらの解明忆っとめ 

た〇

4 3年度:含年度はとくに作業姿勢に疝点をお巻,鰐断位饌と作樂姿勢.作痛發多と振勒の明 

侪を実際の丸太翅断動作を16臟で撮形し•人間工学的な注卷部項との関係を明ら
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かにしながら,追正な作業姿勢の把捧と検討を行なった。

墉皆副定を行ない,耳栓の使用により 砌障渊ま防止できる結果を簡た。

4 4年度:。労働生理学的な立場から,この渦潮をとらえ,「林業榜培とく忙チェーンソーの 

is勦,騷音による障夬とその対策」の研究蹬文を発表した。

。振動の人佑への伝播状沒を知る方法として,非接斂法による測定方法として髙速 

座カメラで鋸断中のチェーンソー,人間を撮影し,振動の伝播率,実際の振動:｛大 

懇を解明し,合までとことなった波型を見出した。

。チェーンソーによる枝払いと芥による枝払いを謂査し,千エーツソー使用時間規 

正ごの合理的な作が方法を検付した。

〇檢測

前年度においては主に機株自体の折動の伝播を減少せしめるため ｝て鄭H・された防抿ハンドル 

の防振効果を比較渊定し,さら心方蹒果を上げるために役立つ労科の猥符につとめた。また 

现^忙おいて自発的に考実卧発された土場作業甲のチェーンソー搭載形の防振架台の防振効果 

について比板河定を行ない,これの検対を行なった。また敏測定方法の検針を加えた,主に 

振動加速度P 3の取付方法,とく |CPUをねじ込んだ座金の累練カ,攻付位潞のゴム等の城機 

厚と別定演の佛係を分析したところ測定俄K影舞を与えることがわかった,とく代軟ゴム上に 

P Uを取付ける桐数10将以上の緊絲力をもって締付けがおこなわれている埸合には沾i定値 

に大きな茬を生じないことが明らかになった。振動の外｝て小形可搬式林婀佥栋,ことはチェー 

ンソーの排気,機奶音を防ぐために作案現場では耳栓その他イヤマフ等が使用されているが 

これらの耳栓効果の比較測定を行なった。この結果耳栓の稠類(5題類)Kよって若干防音効 

果に勒;認められたが,平均して約1〇 dもの耳栓効果炉あることが分った。さらに減衰の大 

きい周波数帯城は5 〇 〇 H z!り商い带域に効果があることが确かめられた。

4.昭和4 5年度の試験計画

〇作業科

① 伐木澄材作栗の中で多くの時郞を占める枝払いについて,チェーンソーと芹の供甲の可能 

性を引けいて润杏し,合理的な作樂仕相を検対する。

② 作卒姿勢とく K「エーンソーの保持握力(圧辯カ)と振動の関係を調膏し,振動の人体へ 

の伝播状汉を究明する。

③ 刈払扱(ガソリンエンジン付,俄動)について,徊T・実熊を調斉し,間欠時間から刈払い
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と休恩の適正な時間配分を検対する〇

④ 年エーンソ一啓備に側人差があり,整億あるいは目立状況を点检し,ホ点的な指導要網を 

作り,現場作静鼻の再教育の指標をつくる。

⑥ その他林業機械(とくに兼材・槻,トラクタ)の作業中の抵動を測定し,安全,適正動作の 

研究データを提供する〇

〇樓械科

本年曲・次の点について解明してゆきたい。

1. 昨年度にひきつづき各稻防振棋横つぎ小形可掖式樹械の防损効果の比鮫部定を行ない防振 

股針の・料程很につとめる。

2. 防振機撞に使甲される陆抵ゴムについて,振動固減敎別に波玻または,共报特性について 

検村を加える。

3. 防振核攏をもった小形可撫式機械について過去に湖定した資初、ら共报帯城の周波数につ 

いて正弦は形をもった砌)を与兑て防振効果(撮部伝:3特性)を検肘するc

4. 耳桂Kよる防诗効果について引玄つづき比杖那定を継続,検討を行なう。

5. 機披の騒音»とくに排如頒音について檢討を行なう〇
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3 8.林業労働安全に関する調査

!試験担当者

本場機械化都作業第一研究室長 辻 隆道ほか

2•試験目的

林矣労働の災部止に対する瘢畑科を彳9る〇

5.昭和4 A年胚の経過とえられた結果

昭和4 〇年度:国有林野事業における林業労锄災害発生状況を咨要因別に分析し,作黄行動面か 

らの邮を加え,防止対策の指針を示した。

昭和41年度：。前史度に引続き,発生普因と身体動作,使甲器虱,加害物件,発生終過の導因 

誘因などを詳細に分折し,林关労働災害の特殊性を明らかにした。

〇適性検を成績と災"頻発者の関係を厕卉した。また各神作荣茶伞の改正,教育 

普及などに関連した予備調査を実施した。

昭和4 2年度：。レイノ ー現缺発生に作ない,乎エーンソー作業の再検那と共に,作舞赫の変 

更も検討し,従来の伐木造材作狮淮を改正する調責を行ない.改正紙作成 

した。

〇林業労働者に対する具体的な教许訓練の在り方,方法毎などをすみやか利作る必 

要から,「林業労锄安令管理と人問工学」(.电行本)を刊行に數員研修のg 

に役立たせた。

°作弟貝の性格と適正および樂団のモラールと災害の関連性を一部諏杏した〇 

昭和4 3年度：。集材械作業基準の改正案を作成すると共K .改正案の央行が現場において容易 

に行なえるよう「集材機作業桐脚説」書を作成し刊行した。

〇林業土木作哭の災毎防止に兩点をおき,物的,人的の不安全狎素を排除する目 

的をもった「林業土木安全のしおり」を刊行した。

。昨年に引続き,集団のモラール,集団の性必の网杏を突跪し,行動术洋的に災 

籽との関連を求めた。

昭和4 4尔度:〇チェーンソ一作堺の適正な作舞姿略の確立によって振動晾害を防止するための 

作業姿勢,機梳の保持方法を解簞する溯咨を行ない,现埸への通用を検酎した。
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•集材機迎転年の職業病に関連した,集村・檢の座席の在り方,操作ハンドルの据 

付状況と振動の関係を測否した。

。小婀の人間関係と災罟発生,安全管理体制の提係を瀏折し,一応の絃果斯堂 

られた。

。晩規の安全点検活雖のチェックを行ない,鼻体的なチェツクボイントを明らか 

にした〇

4.昭和4 5年度の試験計画

① 伐木弱材とくに,チェーンソーの作業方法を作・單姿势.檄械の瞰の面から泻杏研究を行な 

い,その某太動作を㈱明し,珂場への我なと普及のためのv t Rを作成し,現坂へ適用する。

② 作業現境とくに林業.機械(トラクタ・集材樹)の座席・ハンドル,作業方法別に,安全の而 

から人即工学的な検討を加える〇

③ 人間関係：小象団から中集団へと範冊を桃げ•安全管理体制の中での人問関係(集団のモラ 

ール,性格・欲求)を牌否し,安全如策の障害となっている点を人即行動の而から把握する。

④ 救奇と訓練：災害防止の点から各秤作券蝦に定めてある作薬行動をナエックし,適正な作 

勢動作の再訓辣のためのV T ヨを作成し,訓厳推準を砲立する。



5 9.木材価格の予測

1.試験担当者

本場鮮営部経済研究室 行武 潔ほか

2•試験目的

太研究は林薛翎©格の短期予渊をおこない,当而の施策決定の際のオがとすることを目的とし 

ている〇

この｝0陝は,林産物価格形成の理稔ならぴに計弗:的研究と密接な関係をもっているが,より端 

的に計笊鮮済学の手法をもって木林価格の予測をおこなおうとするものである。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

昨年度は短ftPの木材価格予舟モデルとして

Po = f ( B| B2 F ).................①

但しB】:木造球築滞工而#t B2 :非木澄建築漪工面積 f ：外材輸入疏

P〇 :木材同製品却売価格指敖

を採用した。このモデルは,木材全般を対坂とした木材価路指致を岸いたが裕要,供給および 

価格間の関係をより鮮明忙するため,磴築用材の中心であるスギ小丸太,ヒノキ中丸太と米ヒ 

ノキと代簪関係Kよるといわれる木皆ヒノキ丸太について,①式を採用して価恪予強％行なっ 

た〇なおタイムラブタは5ヶ月とし,F】はスギ小丸太の場合米ツガ輸入歸,ヒノキ中丸太, 

木曾ヒノキ輸入餐•である。

その結果,ヒノキ中丸太,木純ヒノキにあってはB2の符号条件がかなりの有意性をもって負 

となっており.スギの場合・よりも木材の代榕財の進出びより明確であることが溜められた。

(針測結果)

① スギ小丸太 R = 4 9.2 4 2 4 + 0,61 82B[_；j + 0,027 0B2_5 - 0,1 044H -B

(0.1172) (0.0607 ) (00226)

r = 〇_7 3 1 6

@ ヒノキ中丸太当=-38.7551 + 1.91560,-5 - 0.4004B2_, -aO887C_5

(0.1856) (0.0 812) (0.1069)

R=0.8067

-72-

③木後ヒノキ丸太P3 =-75.57 9 5 + 2.455 90,-5-0.6645B2-3

(0.1527 ) (0.07 52)

B= 0.8717

(注)()内(墉準誤差,Rは相関係数,木貧ヒノキの場合 米ヒノキは標华眼差大 

のため案酷してある。

4.昭和4 5年度の試験計画

これ・でのモデルの利f贋を更にのるため•価格を規定する需要,供給両面の因子な,もっと 

考威すること〇 —股爵済の変動を除去するものとして,景気套動指数の検討を行なうこと。ヒノ 

キ中丸太,木何ヒノキ丸太にあっては,米拾翰入场に加えて,在庫龙の影柵を考慮することが必 

愛であろう。

なお,切在主に用いる用.一方程式モデルは,林絶策」:の有効な参考資科としては不充分S 

る。例えば木材価格の方向を,外材輸入最の増減といった政策的な変化を導入することにより, 

よりよい方向に誘導するといった政策的予測を可能にするには,今開発中の逐次モデル・同時連 

立方程式•モデルKよらねばなられい〇そのためには,木材の市埸構!®の卖頰を更に都細に把握し» 

林な會料作成と,より明踰c流れ図を作成することが必那1であこれらの償朝解決のため, 

前回に引続き,柬北,北陸,中部•中国姫方などの地域を绑吝する。

-7 3一



4 〇•林道開設のための表層構造

!試験担当者

本場土じょう部拙哲研究室長 木立正嗣ほか

〃機械部林迅研究室長 福田 光正 ほか

2•試験目的

林苗の作設施工は設針された予定路"逆路敷を中心とした内外周辺地の表屠灿貿条件に大き 

く支配される。従って,この条件のうち,当面特に,林道施工と宜接関係のある間®！点をとりあ 

げ,物理探斎法を主に段階を追って士質工学的に調査研究をすすめ,具体的には,土岩劉の程度 

を教値化し,遂入機械の的工愁易やま木材料JS用の道否,さらに対象となる址齊椭梏に見金、った 

作設工法の決定等これが関浊づけをおこなう。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

〇 士しょう郁

前柳営林局沼田営林署,名古屋営林局付知営林署均・城において安U！岩焰岩(火山灰袱攬), 

流紋岩姫帯の山址斜而についてその表屈椎造を第気探斎器(横河做K. K製3 2 4 4型)で測 

定した。その結果はつぎのとおりである。

(〇安山岩姓域で俱厚さ2 〇 mを越す風｛匕帯があり,卅下带水層は深さ10加と2 〇〜3〇れ 

のものの2屈がある。

(2I流紋岩地域では阳さ5〜1〇伽の風化帯があり,址下帯水咼は2〜3"と5 〇〜40 mの 

ものがあり,これは局部的に形成されることか;あい〇

(3I地下水帝水屈の形成深度は両営林署の結果がほぼ同一であった。

〇機械(匕都

「林遇股椎施工の址何区仆て関する硏究」として,林道の地卸区分を機械による施工に適合 

させるため,昭和41年度より3カ年間,携帯用弾性波速度時間討サイズモカウンタを耿、て 

切取のり面および周辺の表解址如を調べた。写火跡を倉考に測定値の走時解析や址宵的粹 

をした結果,目的にそった媒便の打診効果位现址における漆定基綻設定の巧拙に大きく左右さ 

れること,また,起震点下および受信が固步個所のととのった条件下にあるところでは比鮫的 

安定したバラッキのすくない侦がえられ,林英土木の実用範囲で岩殍の程度を知りうることが

—74 —

わかった。

昭和4 4年度は,旧来のサイズモカウンタによる弾性波速度時間ランプ扯示に携带用シンク 

ロスコーブS S- 4 2 0 〇による同時波形觀渊を加え,一義的計訓値の裏付け諏杏を行なった。 

その結果,外部冋期のとり方に裁はあったが,プラウン管祝野の波形,格子尺度よりえられる 

シンクロの時間値とカウンタ你との対比により,吏ず,最低限の岩質事陀解析精度を!©めるこ 

とが出来たc

4.昭和4 5年度の試験計画

〇 士じょう部

名古屋営林冏中津川営林碧熙井沢林遊地域の花昭岩の深届風化,前橋営林局高田および村上 

沸郭の黒色頁岩•凝取岩(第三系)址帯の表盾盛造を旭気探那剤定する。

0檢械化部

現址野外就験は浦年度にひきつづき,施工灿の地山や施工後の切取のり料上林地箸バラツキ 

多く,不安定な時間偷を示す佃所で.基岩田かぶった士上からする内部探斉を主に実施する。 

打撃起靈により生じ,対義蝶仲を伝播する弾性波をサイズモカウンタと携帯用シンクロスコー 

ブS S— 4 2 0 Dの両計器を冋時に用いた2現象秘圳である。室内実験では岩石試科娘体や 

標準址例楸描模型を対象に発振子による超音波と菩積曾を有.する特殊シンクロスコーブで2乃 

至4現象の精密観滞！をする。なお,これらに関連した携帯用計卷およぴ付属品の改良,開発も 

併せおこなう。そのさい,旅址讽入野外用启偌類Kあっては,携當上からの小却軽搁匕振動や 

衝袈に対する璧牢さ,機構性能上からの測定霧象故»電源兩保と雀圧の安定方法に创意工夫を 

こらし,ー刷の実用化をはかるぐ
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4t 電子計算機による土ホ車業の設計数量計算手法
(林道事業の電子計算機導入手法)

t試験担当者

本場縁械化部林沿研究室長 福 田光 正 ほか

2•試験目的

近年諸技術の開発,革新が發忙おこなわれ•業務は建すます増大し多面化されている。 

反面,これ忙たずさわる技術者«減少,不足し,これを福う方策として業務を合理的かつ迅速に 

処理する体新曜備の必書件が昭微されてきた。従って觅子計算機を中心とした林道串楽における 

計画,段計,施工,管理全般の技術体剛へと現体制を再編成することが考へられ,これに関する 

導入方法を究明する。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

前年度は実施初年麼でもあり,.ク〇 ーン土圧計算,谷止垠堤設計,林道士&針莫などについて 

プログラム化をおこない.宣子計算機に関する計算：手法の田熟と林道事梨に禾阴J可能な既成プロ 

グラムの隅査,整備にあたった。その結央,理行における林道の3十画,設計,施工,管理といつ 

た。T«の体系が如何に覽節化に向っていないかということを充分福绿させられた。すなわち, 

従来方式祀よる娜基湖,笆理体制では現時点の機械｛匕施工の問題処理が捌一杯で,その先にあ 

る林遒作設技術や林避工事の极準化,自動化等技術管理休制よりくるシステム技術開発の研究忙 

ばほど遠いものである。そのため,前段的研究ではあるが,当面する機械化施工にどのようえ対 

処するかという而での電飾化丰法の開発が急務となる。なお,これと平行して機榜化施工を前提 

とした法規類の技術的検訪も必费と思われる。

4. 昭和4 5年度の試験計画

次の二つの・・項について侶算処珂の丰法を検討する。

(1)空中林,址形図等を甲いた林道自動手法の工夫

従来の林道剛：8•錦tはその普景に跡,カンにたよる部分が多く,質策ともに大きく変った 

「檢械化族行」の技術と万盾,間應点が指择されるところである。そのな•め自動"を的提と 

し,空中写世,堆ゆ図筈•を恥、た図化•柚禾法の工夫をおこなう。又あわせて構造物跚辭 

氣など忙ついても駐知匕を試みる。

⑵ 林洎(作業5R)の作遗頤位に関する理給の検肘,最近のモータリゼーシ」ンの発違と労務沮 

迫のため「高密路掬」の採申が検特されている。これは主として,作聞の形で作設されるが 

この作没煩仲,淵・に関する理飾はいまだ確立されていない。このことについて電笠檢を利用し 

た理除解の検討をおこなう。



4 2•材積および生長量の測定に関する調査

t試験担当者

本場參齡B鮮営第二科畏 西沢正久ほか

2•試験目的

林分の生長景測定法に腾する研究は固定標準内の林木の実生長昂のデータを用いて各生芸頻:の 

分布を做し,阮往の各段林分生長依の推定法を検・し,帰选な生長景予測法を見出すこと,お 

よび固定摞带圮内の位龄図をもとにして単木の生長と周囲密度の関係を分析し,シミュレーシっ 

ン!cよる収樓予想の基礎方程式を見出すことである。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

1. 艮欺旅林局王滝営林署箕内にヒノキ人の固定試險地を昭和2 5年に設定し5年ごとに4 

回の那市を行なった。

2. 長野杪局上松宜林密皆内にヒノキ天然林の固定試験姑を昭和3i年に設定し,数プロワク 

を1単位に毎年5任目ごとに浏定できるように分割し,3回目の源定を一朝iし3叵!の瑚定を 

行なった〇

3. 芬齐徵林局上田林署管内にカラマツ人工林の固定就験地を昭和3 2如に設定し5年ごとに 

3回の測だを行なった。

4•北見當林局密辺茹営林咨曾内にエゾトド天然林の固定忒堪哋を昭和3 3如に設定し5始ごと 

忙3回の浏定を行なった〇

5.前橋営林同前樓営林當・養内にスギ人工林の固定試験堆を昭知3 4年作設定し5年ごとに本綱 

査を,その中問に中間辎査を入れて全節で5回の測定を行なった。昨年度はこの試験址につい 

て5回目の測定と冋時に立木位般図を作成し単木と周囲密度の関係を分析した。これは10年 

間の直径生長權に対して讖密度と縦密度およびその木の直径を独立疝として重回帰分析を行 

なったものでシミュレーシ〇ンによる収獲于想の基礎を与えるものである。

4. 昭和4 5輙〇^®

t懸野當林局王滝営林纳•管内ヒノキ人工林固定試咐の第5回目の渊査を行ない问時に立木位 

研図をつくる。

2. 長野皆林局上を営林署管内ヒノキ天然林固定試飙の〇グループ5ブロックの第3回目の洲 

布を行なう。

3. 内学としては昨年度の前権スギの結果から生長期間を1。兆間でなく 2〜5年珂に短縮して 

分析する。また同梯の方法で王淹のヒノキについても行なう〇調査した生長南のデータのとり 

まとめも平行して行なう。
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4 5.長焦点カメラ,およびフォルカラーフィルム等の活用に 

よる林分構造の解明

t試験担当者

本場経営部航測研究室長 中昼 厳ほか

2•試験目的
林分械造の理状,その成因や経過蛙関迷をおよぼす璧因を適確にとらえ,写我利用による森林 

の浄営.围士保全,その他の部舟精度な髙め効率化を計るために,長焦点カメラおよびフォー 

ルスカラー等,航空写真の新技術,ffiW析苹法等の活甲法を開発する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

北海道夭然林について,昭れ4 3年度トムラウシ址区の広角カメラ作よるフォールスカラー航 

空写真撮影と頊她誹杏を実施し写真利蛆による林分の現況と推移を効率よくとらえる調査方法を 

研究し,写真情報とその数妙析によって,材秋,成長爲,祜拐怦を特度高く得られる方法を明 

らか忙した。引きつづき昭和4 4年度には,林況を異にした本別勲区の长焦点カメラによる撤若 

と現地譯有を実施し,前年度成果を参照として林分楸造の差による要因の変化,天然林の普否的 

性質等を検都し,更に,これらの悄報をもっとも遍切K利用した予測法を研究した。その結果, 

それぞれの林況に応ずる林•上からの観測理因を林況,立地条件から理宏し,それによる材質, 

生芬景,枯搜なの予那スコア表を作成した。

また,内地人H林については前橘避林局管内,白河国有林のフォールスカラー撤影と現地調査 

をおこない,樹種別,季節另肘)色調差による森林判読効果を解析中である。

4.昭和4 5年度の試験計画

北海道トムラウシ,および本別址•城森林について作成した材壻,枯損,生畏飛の予制教値表を 

再検肘し写真•即測矽网)測定誤差,沸俸能密を勘案した再編集をおこない,写真上に区画したク 

オードラート目每の林分推定を実施し・その結果を現址調奁により磴器する。

写真クオドラートはトムラウシはライン状に,本別地域は一個・鼬全面を対称とし,それぞれ 

の推定結果を現地標本,標本訓斉法の夫々の値と検討。精度,エ車水た調杳目的に我ほするクオ 

ート•ラートの大きさの解明を計る。

フォールスカラー7ほ自休については従来までに明らかにされた榭繆判定,卅床条件判定•生長 

活力判定警に対する効果を色羌渊定にょって,数値的に明らかにし,発色条件の研究を進める。

-8 〇-

4 4.地位指数の調査方法

1. 試験担当者
本埸経営都経曾第二科長 西沢 正久ほか

土じょう部土じょう第三研究室 共 同

2. 試験目的

数策化班齢を用いて土じ2う因子や環境因子から灿位指散を推定する場合の址位指数は,固定 

標律地の資料を甚にするが,簡単には暫定プロフトかまたは樹辞腳による地位指故曲線を用い 

て外的基準として与えられるのが普通である。適合のよい地位指散曲紐の2J択士じょう型による 

ガイト・カープの形の相違,部定プロハによる址位指数曲線と倒餘解析による址位指故との相違・ 

各ボイントの地位拘敬と士じx 5因子や環境因子との結びつき鐘の問題を究明して妥当な地位指 

数の決京を確立する。また新林の澜定を士じ“訥査および航空写其による加I定と結びつけて総 

合調査として終世案に必要な情報が実用的に待られる方法を検肘すること。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

1)前橋営林局草裡営林署管内のカラマツの12 8個のブロ,トによる址位指数曲線と樹样解析 

木忙よる拙位指教的耕!の比較を行なった。また,ブロ ットごとの成球を成通資料により新 

算した。円形ブロフト法とポイントサンプリング法の比較を7 〇個のデータで行ない本散推定 

以外に両者に差がなく №3？時間を・慰にいれるとポイントサンプリングがすぐれていることが 

わかった〇

炬形ブロ・ト法とポイントサンブリング法との比鮫と共田「ブロント法対ブロ ットレス法」 

として林学朝東支都に発表,更に追加咅t算した本のを「ブDアトサンブリソク対ポイントサ 

ンプリング」として研究組代K発表や定。

2 )束京営林岡水窪営林署借内のスギ林分の調窈は68点,35本の樹幹解析を行ない浒112 

点,7 3本の松幹解析を行なった。

この樹#解析木による7 3本の資料で址城別に堆位線を作成し,现在プロブトによる 

址位指数曲線を作成中である。

4. 昭和4 5年度の試験計画

当初酎両3ブロックメ3令菽x 2桝謀x 3堆位x 3反復=162点 162-112 = 50点 

不足のため水窪饪林礬において前年度同槌の訓責を行なう。



4 5• 土壊調査

1.試験担当者

本場士じょう部長 橋 本 与 良ほか

北海JS支鬼造林部土じょう研究室長 原 田 洗

東北支場育林部長 山 谷 孝 一

関西支缪"土じょう研究室処 河 田 弘

四国支場”士じょう研究室長 下野回 正

九州支場 〃土土じょう研究室長 孝 介

2•試験目的

国柚;士培調査申楽の推選およびその技術向上をはかること。また土培調杏成果の多角的利用 

を計るために訓を成果の址域的ならぴ1て全国的とりまとめ方法を検討する。

5.昭和4 4年质の経過とえられた結果

I現址指導ならびに瓶鶴

牝見,带広,幅川,和幌,肯森,秋田,大皈,乾知,威本

2. 密告書の審査および土埃図印刷の指導報吿書の寮がX21部笋必を終了した,また各営林局 

で行なう士壤図印拂業務の技術指鴻および図式の調整,校正の一部を哭施した。

3. 分析

低山帯褐色森林土,亜离山带土壤釣1〇 〇点の化学分析を行ないその一部を終了した。

4. 母材家別

上記材料のうち代表断面試科約6 〇点につき一次,二次鉱物雄成の検定を行なった。

5. 森林土推断面図集(in)準備

低山帯端色森林土 5断面,亜熱帝性土壌6断面の菟集を行なった。

6. 中,小縮尺土培図糧算の検討

既往成果を用い・1/5 0万,1/2 〇万土培図の部分的編氛を行ない,谷スケールに適合

するリージェントについて検針を加えたc
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4.昭和4 5年度の試験計画

1. 现地指導および協議

嘛一次哗我实拖中の北海道5局,前捺,皿本!cついては?R点的に継般施する,他局Kつい 

ては立拙版,生産力諏耆に関する指導および詡杏成染のとりまとめ•培城別士壤図作成など忙 

対する技術指導と漏窓を行なう 〇

2. 報告溶の審春は約20-3 0報吿分灾施千定

3. 分析,母材鑑那七凯年度未了頂目およびあらたに約10 〇点スついて実施予定

4. 森林土携断面図象(in)讃備は低山帯御色森林士•侍殊士壊などについて縫続菟集と検討を 

行なう〇

5. 中,小縮尺土壇図鶴蹂の検肘については前年度に引錠きモデル地せをえらび,リージアント 

との関係址域区分などについて検肘を行なう。

6. 特睇土撰については,うら日本批城の技膚クライ化森：钵土爆の特性祭明に宙点をおき検討を 

開始する。
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4 6I散布緑化工法による木本植物の導入

1.試験担当者

本場防災部治山第二研究室長 岩川融・夫ほか

2•試験目的

攻在行なわれつつあるヘリコブターなどによる啟布緑イ匕工では,縁被構成が魅定の專本類にか 

たまり,治山効果のかたい木本植物の成立がよく削されて問“となる。このため侵食晰臼飾果の 

かた1电なをすみやかに形成するとともに治山木来のねらいである木本柚物の成立を,早期に省 

カ的に逹成する方法を屈究する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

t長野営林局中川治山珥楽所管内(凍上花撤岩姫帯)に試験予定纸を選定し概祝を調秀した。

2. 場内に•土携別•柄物の生?fタイプ別に実験プロットを設定し,播稲獄.游播割合をかえて 

理間の囈合状態を睥奁した。

3. 初拼成長の早いタイプの木本は・混播阳•をかえること忙よって,本本との阻合にたえて,十 

分成すすることが紹められる〇

4. 実翳技果に基礎をおいて,須姑従験エの仕将を決定した。

4.昭和4 5邱度の試験計画

t 4 4花匿に逆定した中川治山事菊所管内の試腋予定地に•木本と草本を成實タイプ別Iて紐合 

せ,播種争,混播畑をかえた処理方法による試勃区を設置する。

2. 捻エ後の経過調査と時期別に部秀する。

3. 初期成宵の遅い木本については,場内の実験プロットによって,草木の生育タイプ別との趣 

合および成育促進方法について検討する。

4. 明または束京営林局费内の凍上第三,四紀雁孙帯を対象に,践職予定地を選定し城龄調 

査する〇
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